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副
部
会
長
　常
議
員

小

峰

保

信
日立製作所工業㈿　  代表理事
幸町1-19-1      　  ℡22-2131

副
部
会
長
　常
議
員

小

島

憲

治
㈱日立ゲージ工業所　代表取締役
田尻町1-29-5      　℡42-3196

明朗快活に生きること！

部
会
長
　常
議
員

宮

本

洋

治
久慈鉄工㈿　　　　　代表理事
石名坂町2-43-15    ℡53-1800

有言実行

副
部
会
長
　常
議
員

小
野

　久
雅
㈱日立工業所　　　代表取締役
東滑川町2-10-6　　℡22-2282

副
部
会
長
　常
議
員

水

出

浩

司
㈱日立製作所電力システム社日立事業所 総務部庶務課長
幸町3-1-1　　　　℡55-0011

健康第一ポジティブ思考でイメージ

副
部
会
長
　議
員

清

水

朋

彦
丸善電機工業㈱   　代表取締役
諏訪町1-9-12        ℡33-0517

副
部
会
長
　常
議
員

武

士

洋

一
㈱旭製作所　　　　代表取締役
東滑川町5-5-40     ℡43-3451

常
議
員

関

口

寿

雄
日立セメント㈱　取締役常務執行役員工場長
平和町2-1-1  　　　℡23-7400

急激な変化に対応

常
議
員

田
代
俊
太
郎
JX日鉱日石金属㈱日立事業所 総務課長
白銀町1-1-2           ℡23-7130

日立市の発展に些かなりとも貢
献できるよう、頑張ります。

副
部
会
長
　議
員

吉

野

邦

彦
吉野電業㈱　　  　代表取締役
滑川町1-5-13       ℡22-0825

「ありがとうございます」の感謝
を学ぶ。

常
議
員

小

野 
 

武
㈱小野金属工業所　代表取締役
東金沢町2-7-20 　  ℡33-3364

一途に

常
議
員

鈴

木

修

二
日立金属㈱高砂工場　総務部課長
砂沢町880         ℡42-5006

地域活性の為、貢献できるよう
微力ながら頑張ります。

常
議
員

磯

　公

郎
茨城電機工業㈱　　代表取締役
東大沼町1-14-33 　℡36-1818

議

　員

川

又

幸

夫
常陽電機工業㈱　代表取締役会長
諏訪町1-11-20　　℡34-5234

議

　員

大
久
保
吉
生
日立鉄工会　　　　　会　長
国分町3-2-23　　　℡33-0611

縁：無数の人的、物的な縁に感謝

議

　員

打 

矢 

二 

郎
東京ガス㈱日立支社　支社長
幸町1-22-2        ℡22-4131

明るく楽しく前向きに日立市の
活性化に貢献したいです

議

　員

内

田

武

士
㈱コーヨー　　代表取締役社長
東金沢町1-9-7  　  ℡36-1811

変化や課題に対し、めげずに頑
張る。

議

　員

井

上

敬

一
マルイアドバンス㈱　代表取締役
森山町5-8-18         ℡52-2074

議

　員

木

曽

裕

次
㈱ハイペック　　　代表取締役
滑川町1-13-5       ℡22-0576

チャレンジ

議

　員

豊

田

孝

一
日立南工業団地㈿　　代表理事
留町1270-41         ℡53-1792

議

　員

高

橋

一

雄
㈱ティー・エム・ピー　代表取締役
大和田町645   　　    ℡52-6981

議

　員

関

　正

克
㈱関プレス　　　　代表取締役
千石町4-3-20       ℡36-0300

「技術なくして未来なし」
今年は割裂（わりさき）の事業化
を目指す。

議

　員

煙

山

　弘
日立労務管理研究会　　　会長
千石町4-2-18       ℡33-0172

絆更なる成長へのチャレンジ

議

　員

星

　勝

治
スターエンジニアリング㈱　代表取締役会長
大沼町1-28-10　　 ℡38-1212

議

　員

根

本

　甲
㈱亀屋工業所　　　代表取締役
神峰町4-11-12      ℡21-4146

議

　員

山

本

　仁
山本理化工業㈱　代表取締役社長
諏訪町4-17-1           ℡33-0627

半歩先立つ進歩性

副
部
会
長
　常
議
員

五
十
嵐

　宏
㈱タケムラ　　  　取締役会長
留町1270-16        ℡53-1711

希望、実践、情熱、若さ

副
部
会
長
　常
議
員

岡 

部 

髙 

二
㈱岡部工務店 取締役営業第一部 部長
多賀町2-10-7　　 ℡36-1683

心新たに、初心に帰る。 目標達成に向かい邁進して行き
たい。

部
会
長
　常
議
員

松

山

恒

男
多賀土木㈱　　代表取締役会長
東多賀町2-2-3       ℡36-0111

副
部
会
長
　常
議
員

三

澤

俊

介
藤和建設㈱　　　　代表取締役
鹿島町3-5-2        ℡21-0067

副
部
会
長
　常
議
員

鈴

木

一

良
鈴縫工業㈱　　代表取締役社長
城南町1-11-31       ℡22-5311

景気回復が地方にも浸透し、実
感できる年にしたいものです。

副
部
会
長
　常
議
員

沢

畑

正

剛
日立土木㈱　　代表取締役社長
幸町2-18-5     　   ℡22-2121

副
部
会
長
　常
議
員

河

西

隆

史
㈱日立ライフ　　　　総務部長
幸町1-20-2　　　　℡25-1269

誠心誠意

（五十音順）

議

　員

五
十
嵐
達
男
イガラシ綜業㈱　　取締役会長
幸町2-9-2          ℡21-0830

副
部
会
長
　常
議
員

白
土
仙
一
郎
㈱白土工務店　　　代表取締役
多賀町5-8-13     　 ℡33-1014

信用、信頼を最も大切にしてい
きたい。

議

　員

㈱岩崎左工　　　　代表取締役
東金沢町2-4-13     ℡33-1204

日々平常心でありたい。

岩

　一

茂
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議

　員

岡

　

　瑛
㈱日立アルミ　　　代表取締役
国分町3-10-12      ℡35-8223

全てにおいて、健康で。

議

　員

熊

田

昭

二
熊田建設㈱　　  　代表取締役
諏訪町1-12-26   　 ℡33-0360

今年は６回目の年男です。７回
目の年男を目指し頑張りたいと
思っています。

議

　員

高
野
橋
登
夫
㈱高石工務店  　　代表取締役
宮田町4-7-5        ℡24-7585

議

　員

小

林

邦

友
スペンサー工業㈱　代表取締役
弁天町2-11-16       ℡24-3581

この新しい年がより良き年にな
るよう心より祈念します。

光陰矢の如し、残りをゆっくり
と生きたいものです。

議

　員

滝

田

靖

章
大洋商事㈱　  代表取締役社長
桜川町4-3-8        ℡34-0660

腰部脊柱管狭窄症の診断を受け
ました。健康の有難味を思い知
らされました。

議

　員

田

部

　充
㈱ミナカワ　　　代表取締役
平和町1-10-14      ℡21-4401

「明るく・楽しく・前向きに」を
モットーに、今年も一生懸命取
り組んで行きます。

議

　員

森

　秀

明
㈱山森　　　   　代表取締役
末広町2-1-30      ℡36-1521

充実した一年にしていきたいと
思います。

議

　員

村

上

隆

雄
村上建設㈱ 　　 　代表取締役
平和町1-6-7        ℡22-7151

議

　員

益

子

　進
益三建設㈱ 　取締役会長
滑川本町4-25-16   ℡23-2200

副
部
会
長
　議
員

臼

木

民

二
臼木証券㈱　　代表取締役社長
鹿島町1-5-10        ℡22-2101

副
部
会
長
　議
員

小
田
桐   

靖
㈱東邦銀行日立支店　　支店長
鹿島町2-15-5        ℡22-6246

今年支店開設50周年を迎えます。
今後もよろしくお願いします。

副
部
会
長
　常
議
員

佐

藤

琢

夫
㈱筑波銀行日立支店 　支店長
鹿島町1-4-11      ℡22-2171

地域振興・活性化への「あゆみ」
を着実に前進させていきたいと
思っております。

部
会
長
　常
議
員

河

内

　潤
㈱常陽銀行　執行役員日立支店長
助川町1-9-1　　　 ℡22-3131

地域活性化の具現を目指し、努
力したい。

副
部
会
長
　常
議
員

鈴

木

康

則
茨城県信用組合日立支店　支店長
若葉町1-18-18　　 ℡22-5171

地域貢献。更なる金融の円滑化
とサービス向上に努めます。

議

　員

桐

原

健

悟
アクサ生命保険㈱水戸支社 日立営業所長
幸町1-21-2　　　　℡21-5387

会員の皆様のお役に立ちます様
に誠心誠意取り組んでまいりま
す。

副
部
会
長
　議
員

金

田

康

弘
水戸信用金庫日立支店　支店長
弁天町1-2-12       ℡21-6235

地域密着の金融機関として地元
に貢献します。

副
部
会
長
　議
員

柴

田

主

靖
㈱キャビンプレス　代表取締役
幸町1-15-6 2F      ℡24-7531

新業態を開発し街の活性化に寄
与します。２年がかりです。

継続は力なり

部
会
長
　常
議
員

高

濱

秀

夫
㈱金馬車　　　　　　　　顧問
幸町2-1-10         ℡24-0211

一店逸品運動の推進友情そして思いやり・我慢・
一致団結

副
部
会
長
　議
員

鈴

木

孝

典
新富鮨　　　　    　　　代表
多賀町1-19-9       ℡33-0719

副
部
会
長
　常
議
員

佐

藤

泰

博
ブルーバード学園　   理事長
助川町1-8-15      ℡21-5022

副
部
会
長
　常
議
員

日

渡

貴

夫
㈲ファースト　　　代表取締役
川尻町1-3-3　　　 ℡43-5624

議

　員

鈴

木

章

吾
ニューなめ川　　　　　　代表
大沼町3-32-1　　　℡33-0018

議

　員

小

泉

裕

樹
㈲カワイ 　　　取締役専務
旭町3-3-7         ℡21-0275

副
部
会
長
　議
員

萩

庭

晴

秀
はぎ屋旅館　　　　 　　代表
水木町1-1-15      ℡52-2522

議

　員

伊

藤

康

範
(有)ミリオン　    　代表取締役
多賀町5-13-2         ℡36-2862

頑張ろう!! 日立!!

（五十音順） （五十音順）

議

　員

高

星

雪

恵

喪
中
欠
礼

㈱
日
晃
工
務
店

　
　
　
　
　
　代
表
取
締
役

議

　員

梅

原

郁

夫

喪
中
欠
礼

梅
原
材
木
店

　
　
　
　
　
　代

　表

副
部
会
長
　議
員

松

山

圭

吾
㈱ひたちピーエム商事　常務取締役
弁天町1-8-17　　　℡24-1330

日々是好日

常
議
員

冨

田

　昭
㈱天地閣　　　　　代表取締役
旭町2-6-13             ℡22-0188

一所懸命

議

　員

皆

川

勝

之
浦島　　　　　　　　　代表
弁天町2-19-15    ℡21-3525

世の中や人とのつながりなしに、
自分だけの幸福はありえない。

議

　員

横
須
賀
達
哉
㈱テラスザスクエア日立　総支配人
幸町1-20-3             ℡22-5531

「元気な日立」の為にがんばりま
す。

副
部
会
長
　議
員小

室

伸

一

喪
中
欠
礼

㈱
東
日
本
銀
行
日
立
支
店

　
　
　
　
　
　
　支
店
長
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議

　員

岡

　

　瑛
㈱日立アルミ　　　代表取締役
国分町3-10-12      ℡35-8223

全てにおいて、健康で。

議

　員

熊

田

昭

二
熊田建設㈱　　  　代表取締役
諏訪町1-12-26   　 ℡33-0360

今年は６回目の年男です。７回
目の年男を目指し頑張りたいと
思っています。

議

　員

高
野
橋
登
夫
㈱高石工務店  　　代表取締役
宮田町4-7-5        ℡24-7585

議

　員

小

林

邦

友
スペンサー工業㈱　代表取締役
弁天町2-11-16       ℡24-3581

この新しい年がより良き年にな
るよう心より祈念します。

光陰矢の如し、残りをゆっくり
と生きたいものです。

議

　員

滝

田

靖

章
大洋商事㈱　  代表取締役社長
桜川町4-3-8        ℡34-0660

腰部脊柱管狭窄症の診断を受け
ました。健康の有難味を思い知
らされました。

議

　員

田

部

　充
㈱ミナカワ　　　代表取締役
平和町1-10-14      ℡21-4401

「明るく・楽しく・前向きに」を
モットーに、今年も一生懸命取
り組んで行きます。

議

　員

森

　秀

明
㈱山森　　　   　代表取締役
末広町2-1-30      ℡36-1521

充実した一年にしていきたいと
思います。

議

　員

村

上

隆

雄
村上建設㈱ 　　 　代表取締役
平和町1-6-7        ℡22-7151

議

　員

益

子

　進
益三建設㈱ 　取締役会長
滑川本町4-25-16   ℡23-2200

副
部
会
長
　議
員

臼

木

民

二
臼木証券㈱　　代表取締役社長
鹿島町1-5-10        ℡22-2101

副
部
会
長
　議
員

小
田
桐   

靖
㈱東邦銀行日立支店　　支店長
鹿島町2-15-5        ℡22-6246

今年支店開設50周年を迎えます。
今後もよろしくお願いします。

副
部
会
長
　常
議
員

佐

藤

琢

夫
㈱筑波銀行日立支店 　支店長
鹿島町1-4-11      ℡22-2171

地域振興・活性化への「あゆみ」
を着実に前進させていきたいと
思っております。

部
会
長
　常
議
員

河

内

　潤
㈱常陽銀行　執行役員日立支店長
助川町1-9-1　　　 ℡22-3131

地域活性化の具現を目指し、努
力したい。

副
部
会
長
　常
議
員

鈴

木

康

則
茨城県信用組合日立支店　支店長
若葉町1-18-18　　 ℡22-5171

地域貢献。更なる金融の円滑化
とサービス向上に努めます。

議

　員

桐

原

健

悟
アクサ生命保険㈱水戸支社 日立営業所長
幸町1-21-2　　　　℡21-5387

会員の皆様のお役に立ちます様
に誠心誠意取り組んでまいりま
す。

副
部
会
長
　議
員

金

田

康

弘
水戸信用金庫日立支店　支店長
弁天町1-2-12       ℡21-6235

地域密着の金融機関として地元
に貢献します。

副
部
会
長
　議
員

柴

田

主

靖
㈱キャビンプレス　代表取締役
幸町1-15-6 2F      ℡24-7531

新業態を開発し街の活性化に寄
与します。２年がかりです。

継続は力なり

部
会
長
　常
議
員

高

濱

秀

夫
㈱金馬車　　　　　　　　顧問
幸町2-1-10         ℡24-0211

一店逸品運動の推進友情そして思いやり・我慢・
一致団結

副
部
会
長
　議
員

鈴

木

孝

典
新富鮨　　　　    　　　代表
多賀町1-19-9       ℡33-0719

副
部
会
長
　常
議
員

佐

藤

泰

博
ブルーバード学園　   理事長
助川町1-8-15      ℡21-5022

副
部
会
長
　常
議
員

日

渡

貴

夫
㈲ファースト　　　代表取締役
川尻町1-3-3　　　 ℡43-5624

議

　員

鈴

木

章

吾
ニューなめ川　　　　　　代表
大沼町3-32-1　　　℡33-0018

議

　員

小

泉

裕

樹
㈲カワイ 　　　取締役専務
旭町3-3-7         ℡21-0275

副
部
会
長
　議
員

萩

庭

晴

秀
はぎ屋旅館　　　　 　　代表
水木町1-1-15      ℡52-2522

議

　員

伊

藤

康

範
(有)ミリオン　    　代表取締役
多賀町5-13-2         ℡36-2862

頑張ろう!! 日立!!

（五十音順） （五十音順）

議

　員

高

星

雪

恵

喪
中
欠
礼

㈱
日
晃
工
務
店

　
　
　
　
　
　代
表
取
締
役

議

　員

梅

原

郁

夫

喪
中
欠
礼

梅
原
材
木
店

　
　
　
　
　
　代

　表

副
部
会
長
　議
員

松

山

圭

吾
㈱ひたちピーエム商事　常務取締役
弁天町1-8-17　　　℡24-1330

日々是好日

常
議
員

冨

田

　昭
㈱天地閣　　　　　代表取締役
旭町2-6-13             ℡22-0188

一所懸命

議

　員

皆

川

勝

之
浦島　　　　　　　　　代表
弁天町2-19-15    ℡21-3525

世の中や人とのつながりなしに、
自分だけの幸福はありえない。

議

　員

横
須
賀
達
哉
㈱テラスザスクエア日立　総支配人
幸町1-20-3             ℡22-5531

「元気な日立」の為にがんばりま
す。

副
部
会
長
　議
員小

室

伸

一

喪
中
欠
礼

㈱
東
日
本
銀
行
日
立
支
店

　
　
　
　
　
　
　支
店
長
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副
部
会
長
　議
員

瀬

谷

益

之
日立地区通運㈱　代表取締役社長
幸町2-1-50       　℡22-0131

「物流のエキスパートとして、
お客さまとともに」

部
会
長
　常
議
員

原

　一

樹
㈱日立物流東日本営業本部 日立営業部長
河原子町1-5　　　℡38-8431

日立グループの一員として地域の
皆様に貢献してまいります。

副
部
会
長
　常
議
員

兼

氏

隆

太
日立電鉄交通サービス㈱　総務部長
幸町3-4-6       　　℡22-2161

皆様と共に日立を元気な街にした
いと思います。

議

　員

見

代

泰

彦
日立埠頭㈱　　社長付総務部長
久慈町1-3-10　　　℡53-2400

新たな飛躍を!!

議

　員

佐
々
木
幸
一
佐々木興業㈱　　　代表取締役
相賀町18-1          ℡21-6424

魅力ある街づくりをお手伝い闘魂

議

　員

長

山

晴

夫
(有)長山自動車整備工場　代表取締役社長
多賀町4-2-17       ℡35-2586

議

　員

川

　健

輔
㈲辰巳タクシー　　代表取締役
千石町3-2-13　　　℡36-0163

新年、明けましておめでとうござ
います。今年は、地方にもアベノミ
クスが来ますように！

副
部
会
長
　議
員

木

本

貴

一
㈲オフィス･バロン　代表取締役
末広町5-2-27　　　℡35-5311

有言実行

部
会
長
　常
議
員

小

沼

淳

志
㈱ジュン・ホーム　代表取締役会長
多賀町2-4-6     　　℡34-3000

小１の女の子の作文：パパの帰りが
遅いのでママはおこって家の中のカ
ギを全部締めました。それなのに
朝、パパは寝てました。おわり。

副
部
会
長
　議
員

石

堂

文

男
TC関東　　　　　　　　代表
滑川町1-9-23　　　℡24-1690

「気配り・目配り・声配り」そし
て、誰にでも挨拶のできる年に
したいと思います。

副
部
会
長
　常
議
員

郡

司

洋

子
あゆみ珠算塾　　　　　　塾表
西成沢町1-27-10　 ℡22-8561

持ちつ持たれつ・・・。
人との出逢いと絆を大切に。

副
部
会
長
　議
員

澤

入

敏

雅
㈱ガードケアピース　代表取締役会長
鮎川町5-7-1　　　℡28-6008

若者が定住出来る都市(まち)は
素晴らしい物造りと観光開発

議

　員

三

浦

信

孝
三浦登記測量事務所　　　代表
神峰町4-4-5          ℡22-2207

健康第一!!楽しき人生!!

（五十音順）

議

　員

田
尻
桂
一
郎

喪
中
欠
礼

白
耳
蟻
館

　
　
　
　
　代

　表

　

議

　員

佐

渡

淳

三

喪
中
欠
礼

㈱
魚
武

　専
務
取
締
役

議

　員

中

郡

公

夫

喪
中
欠
礼

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
フ
ェ
ミ
ニ
ン

　
　
　
　
　代

　
　表

　

議

　員

郡

司

洋

子

喪
中
欠
礼

あ
ゆ
み
珠
算
塾

　
　
　
　塾

　長
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副
部
会
長
　議
員

瀬

谷

益

之
日立地区通運㈱　代表取締役社長
幸町2-1-50       　℡22-0131

「物流のエキスパートとして、
お客さまとともに」

部
会
長
　常
議
員

原

　一

樹
㈱日立物流東日本営業本部 日立営業部長
河原子町1-5　　　℡38-8431

日立グループの一員として地域の
皆様に貢献してまいります。

副
部
会
長
　常
議
員

兼

氏

隆

太
日立電鉄交通サービス㈱　総務部長
幸町3-4-6       　　℡22-2161

皆様と共に日立を元気な街にした
いと思います。

議

　員

見

代

泰

彦
日立埠頭㈱　　社長付総務部長
久慈町1-3-10　　　℡53-2400

新たな飛躍を!!

議

　員

佐
々
木
幸
一
佐々木興業㈱　　　代表取締役
相賀町18-1          ℡21-6424

魅力ある街づくりをお手伝い闘魂

議

　員

長

山

晴

夫
(有)長山自動車整備工場　代表取締役社長
多賀町4-2-17       ℡35-2586

議

　員

川

　健

輔
㈲辰巳タクシー　　代表取締役
千石町3-2-13　　　℡36-0163

新年、明けましておめでとうござ
います。今年は、地方にもアベノミ
クスが来ますように！

副
部
会
長
　議
員

木

本

貴

一
㈲オフィス･バロン　代表取締役
末広町5-2-27　　　℡35-5311

有言実行

部
会
長
　常
議
員

小

沼

淳

志
㈱ジュン・ホーム　代表取締役会長
多賀町2-4-6     　　℡34-3000

小１の女の子の作文：パパの帰りが
遅いのでママはおこって家の中のカ
ギを全部締めました。それなのに
朝、パパは寝てました。おわり。

副
部
会
長
　議
員

石

堂

文

男
TC関東　　　　　　　　代表
滑川町1-9-23　　　℡24-1690

「気配り・目配り・声配り」そし
て、誰にでも挨拶のできる年に
したいと思います。

副
部
会
長
　常
議
員

郡

司

洋

子
あゆみ珠算塾　　　　　　塾表
西成沢町1-27-10　 ℡22-8561

持ちつ持たれつ・・・。
人との出逢いと絆を大切に。

副
部
会
長
　議
員

澤

入

敏

雅
㈱ガードケアピース　代表取締役会長
鮎川町5-7-1　　　℡28-6008

若者が定住出来る都市(まち)は
素晴らしい物造りと観光開発

議

　員

三

浦

信

孝
三浦登記測量事務所　　　代表
神峰町4-4-5          ℡22-2207

健康第一!!楽しき人生!!

（五十音順）

議

　員

田
尻
桂
一
郎

喪
中
欠
礼

白
耳
蟻
館

　
　
　
　
　代

　表

　

議

　員

佐

渡

淳

三

喪
中
欠
礼

㈱
魚
武

　専
務
取
締
役

議

　員

中

郡

公

夫

喪
中
欠
礼

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
フ
ェ
ミ
ニ
ン

　
　
　
　
　代

　
　表

　

議

　員

郡

司

洋

子

喪
中
欠
礼

あ
ゆ
み
珠
算
塾

　
　
　
　塾

　長
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　１
月
６
日
、
ホ
テ
ル
天
地
閣

で
恒
例
の
新
年
名
刺
交
換
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
名
刺
交

換
会
は
毎
年
、
当
所
と
日
立
市

が
主
催
し
市
内
の
各
界
代
表
が

一
堂
に
会
し
て
新
年
の
挨
拶
を

交
わ
す
も
の
で
、
今
年
は
７
０

０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　こ
の
日
は
、
日
立
市
の
小
川

春
樹
副
市
長
の
開
会
の
こ
と
ば
、

国
歌
斉
唱
に
続
き
主
催
者
を
代

表
し
て
吉
成
明
市
長
が
「
年
末

年
始
は
非
常
に
寒
か
っ
た
が
、

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
新
し
い
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
、
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
た
い
。

昨
年
を
振
り
返
る
と
、
広
島
の

大
規
模
土
砂
災
害
や
御
嶽
山
の

噴
火
な
ど
大
き
な
自
然
災
害
が

あ
り
尊
い
命
が
た
く
さ
ん
奪
わ

れ
た
年
で
あ
っ
た
。
本
市
に
お

い
て
は
お
か
げ
様
で
昨
年
の
３

月
で
震
災
復
興
計
画
を
立
て
て

３
年
が
経
ち
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
支
援
ご
協
力
の
も

と
で
震
災
復
興
計
画
が
一
部
を

除
い
て
完
了
し
た
。
被
災
し
た

公
共
施
設
や
、
国
道
、
県
道
、

港
湾
漁
港
が
元
通
り
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
で
嬉
し
く
思
っ
て

い
る
。
今
後
幹
線
道
路
や
港
湾
、

公
共
交
通
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
進
め
て
行
く
こ
と
が
、
将

来
の
日
立
市
の
発
展
の
源
に
な

る
だ
ろ
う
と
確
信
し
て
い
る
の

で
、
引
き
続
き
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。
今
年
１
年

が
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
健
康
で

災
厄
の
な
い
幸
せ
な
１
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
あ
げ
る
。」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

　次
に
国
会
議
員
の
大
畠
章
宏

氏
、
石
川
昭
政
氏
、
郡
司
彰
氏
、

上
月
良
祐
氏
と
地
元
選
出
の
県

議
会
議
員
に
よ
る
年
頭
の
挨
拶

が
あ
り
、
当
所
秋
山
光
伯
会
頭

に
よ
る
乾
杯
の
あ
と
祝
宴
に
移

り
ま
し
た
。
超
満
員
の
会
場
内

で
は
随
所
で
新
年
の
挨
拶
を
交

わ
す
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　続
い
て
行
な
わ
れ
た
「
初
笑

い
抽
選
会
」
で
は
、
さ
く
ら
メ

イ
ツ
の
成
井
菜
夏
さ
ん
が
２
等
、

１
等
、
特
等
と
抽
選
を
行
い
、

特
等
の
日
立
製
サ
イ
ク
ロ
ン
ク

リ
ー
ナ
ー
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
立

理
科
ク
ラ
ブ
の
畑
山
直
勝
さ
ん

が
当
選
し
、
特
賞
当
選
者
の
畑

山
さ
ん
に
よ
る
万
歳
三
唱
で
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年

新
年
名
刺
交
換
会
を
開
催

平
成
二
十
七
年

新
年
名
刺
交
換
会
を
開
催

乾杯の発声を行う秋山会頭

主催者を代表して挨拶する吉成市長

市
内
の
各
界
代
表
者

　人
が
出
席

７００

市
内
の
各
界
代
表
者

　人
が
出
席

７００

特等当選の畑山さんによる万歳三唱
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武
田
氏

　情
報
化
委
員
会
で
「
か
い
ぎ

し
ょ
N
E
W
S
新
年
号
」
の
企

画
を
検
討
す
る
中
で
、「
７
部
会

座
談
会
」
を
是
非
実
施
し
た
い

と
の
声
が
多
く
、
お
忙
し
い
中

お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
回
は
「
変
化
を
チ
ャ
ン
ス

に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
２
０
１

４
年
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
中
で
の
経
済
政
策
が
進

め
ら
れ
、
金
融
を
中
心
に
大
き

く
変
化
の
あ
っ
た
年
。
全
国
的

な
中
で
は
給
与
の
上
昇
や
株
価

の
上
昇
、
あ
る
い
は
物
価
が
上

新年号企画：7部会座談会新年号企画：7部会座談会
　2014年の漢字が「税」になるなど消費税の増税、８％がスタートし大きく環境が
変化した１年。このような中、新春を展望する座談会は、当所７部会（商業・工業・
建設業・金融財務業・観光環衛業・交通運輸業・文化産業）の代表者に登場してい
ただきました。（この座談会は昨年12月に開催しました。）

昇
し
、
色
々
な
変
化
が
起
こ
り

ま
し
た
。
そ
の
変
化
を
ど
う
捉

え
て
今
後
の
業
界
、
企
業
の
運

営
に
役
立
て
て
い
け
る
か
。
ま

ず
は
各
業
界
、
部
会
の
中
で
の

現
状
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

渡
邉
氏

　商
業
部
会
と
し
て
は
大
き
な

事
業
と
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
事
業
を
観
光
環
衛
業
部
会
と

一
緒
に
実
施
し
ま
し
た
。
消
費

税
増
税
後
の
対
策
と
し
て
発
行

総
額
３
億
３
千
万
円
で
実
施
し

ま
し
た
。
消
費
税
増
税
後
の
反

動
減
や
大
型
店
で
の
使
用
に
制

限
が
あ
り
一
部
消
費
者
か
ら
は

利
用
し
に
く
い
と
い
う
声
も
あ

り
ま
し
た
が
、
一
応
の
成
果
を

得
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

武
田
氏

　消
費
税
増
税
は
今
年
一
番
大

き
い
変
化
で
し
た
よ
ね
。

渡
邉
氏

　ほ
と
ん
ど
の
商
店
で
店
頭
の

価
格
が
税
込
価
格
が
税
抜
価
格

に
変
わ
り
ま
し
た
。
商
品
価
格

に
８
％
上
乗
せ
と
な
る
こ
と
が

消
費
者
心
理
に
大
き
く
影
響
し

た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意

味
で
も
消
費
税
増
税
は
今
年
で

一
番
大
き
か
っ
た
と
思
う
。

武
田
氏

　３
月
の
駆
け
込
み
か
ら
４
月

５
月
の
反
動
減
は
大
き
か
っ
た

で
す
よ
ね
。
工
業
部
会
で
は
ど

う
で
し
た
か
。

宮
本
氏

　業
界
全
体
的
に
見
て
単
純
に

売
上
だ
け
見
れ
ば
前
よ
り
い
い

数
字
は
出
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
た
だ
し
こ
れ
は
業
界
全

体
的
に
景
気
が
良
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
良
い
と
こ
ろ
と

悪
い
と
こ
ろ
の
二
極
化
が
ハ
ッ

キ
リ
と
出
て
い
る
状
況
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
同
じ
製
造

業
で
あ
っ
て
も
自
動
車
関
連
や

重
電
、
家
電
と
色
々
な
分
野
が

あ
り
、
そ
の
バ
ラ
つ
き
も
多
分

に
あ
り
ま
し
た
。

　当
初
一
番
心
配
し
て
い
た
重

電
関
係
で
は
、
現
状
は
堅
調
に

推
移
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
一
番
心
配
し
て
い
る
の
は
自

動
車
関
連
で
、
海
外
展
開
の
絡

み
も
あ
り
業
種
に
よ
っ
て
は
非

常
に
苦
戦
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。

　工
業
部
会
で
は
、
予
定
し
た

事
業
は
順
調
に
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、
前
年
に
立
ち
上
げ
今

年
は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
思
っ

て
い
た
日
立
地
区
製
造
業
活
性

化
協
議
会
が
思
う
よ
う
に
活
動

で
き
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
し

た
。

武
田
氏

　ど
の
業
種
で
も
二
極
化
は
進

ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
ね
。

建
設
業
部
会
で
は
い
か
が
で
し

た
か
。

松
山
氏

　東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
10

ケ
月
が
過
ぎ
、
日
立
市
内
の
公

共
建
築
物
や
道
路
等
、
一
部
老

朽
化
を
含
め
残
っ
て
い
ま
す
が
、

大
半
は
復
旧
で
き
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
建
設
業
界
と

し
て
は
工
事
量
は
多
く
あ
り
ま

し
た
が
資
材
・
労
務
費
の
上
昇

等
に
よ
り
、
内
容
は
あ
ま
り
良

く
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
情

で
す
。

　現
在
の
と
こ
ろ
は
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
も
中
小
企
業
に
は
届
い
て

お
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
感

が
あ
り
ま
す
。

　部
会
と
し
て
は
事
業
を
通
し

て
新
技
術
の
研
究
な
ど
、
若
い

経
営
者
や
技
術
者
を
中
心
に
多

く
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
（独）
建
築
研
究
所
の

講
演
会
へ
の
参
加
、
そ
し
て
岩

手
県
陸
前
高
田
市
の
被
災
現
場

の
見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

後
も
体
験
を
通
じ
て
学
ん
で
い

け
る
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

武
田
氏

　建
設
業
界
は
震
災
以
降
環
境

が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
よ
ね
。

金
融
財
務
業
部
会
は
ど
う
で
し

ょ
う
。

河
内
氏

　ま
ず
こ
の
日
立
地
域
の
環
境

と
し
て
、
人
口
減
少
は
非
常
に

大
き
な
変
化
の
要
因
に
な
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
で
企
業
の
資
金
需
要
は

金
融
機
関
全
体
の
中
で
は
若
干

増
え
て
い
る
状
況
で
、
設
備
の

更
新
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
や
介

護
事
業
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
成

長
分
野
と
し
て
資
金
需
要
が
増

え
て
い
ま
す
。

　一
方
で
個
人
の
方
を
見
る
と
、

消
費
税
増
税
前
は
住
宅
ロ
ー
ン

が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、

増
税
後
か
ら
急
激
に
資
金
需
要

が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
地
域

別
に
見
て
も
日
立
地
区
は
減
っ

て
い
ま
す
が
、
ひ
た
ち
な
か
地

区
は
増
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
特

徴
的
で
す
。
お
客
様
の
声
に
よ

る
と
イ
ン
フ
ラ
の
違
い
が
大
き

く
、
特
急
の
停
車
本
数
や
大
規

模
な
商
業
施
設
な
ど
生
活
イ
ン

フ
ラ
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
日
立
地

区
は
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
が
足
踏

み
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　金
融
機
関
と
し
て
ど
う
地
域

に
貢
献
で
き
る
か
で
す
が
、
従

来
は
あ
ら
ゆ
る
資
金
と
し
て
の

銀
行
で
し
た
が
、
今
は
そ
れ
だ

け
で
は
地
域
の
活
性
化
に
繋
が

っ
て
い
き
ま
せ
ん
。
企
業
の
経

営
に
資
す
る
と
こ
ろ
の
支
援
、

そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
含
め
て
部

会
と
し
て
も
事
業
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
従
来
の
制
度
金
融
の

情
報
提
供
や
視
察
等
に
よ
る
情

報
提
供
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り

具
体
的
な
事
業
と
し
て
、
一
つ

は
地
域
の
課
題
と
し
て
後
継
者

問
題
が
あ
っ
た
の
で
、
事
業
承

継
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。ま
た
、部
会
単
独
で
は
限
界

が
あ
る
こ
と
か
ら
商
業
部
会
と

連
携
し
、
あ
き
ん
ど
探
検
少
年

団
の
受
入
を
行
い
ま
し
た
。
子

供
向
け
の
キ
ッ
ズ
セ
ミ
ナ
ー
と

し
て
銀
行
業
務
の
体
験
を
し
て

い
た
だ
き
、
大
変
ご
好
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
部
会
事
業
と

し
て
金
融
以
外
の
部
分
と
し
て

は
最
初
の
一
歩
と
し
て
非
常
に

良
い
取
り
組
み
を
し
て
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

武
田
氏

　事
業
承
継
な
ど
こ
れ
か
ら
起

き
て
く
る
こ
と
を
見
据
え
て
取

り
組
ん
で
き
た
ん
で
す
ね
。
観

光
環
衛
業
部
会
は
ど
う
で
し
た

か
。

高
濱
氏

　観
光
環
衛
業
は
飲
食
業
や
ホ

テ
ル
・
旅
館
業
を
中
心
に
理
美

容
業
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
観
光
関

連
で
も
夏
場
の
海
水
浴
客
は
ま

だ
ま
だ
戻
っ
て
き
て
お
ら
ず
、

飲
食
関
係
で
も
良
い
状
況
と
い

う
声
は
聞
こ
え
て
き
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
ま
で
部

会
で
は
ド
リ
ン
ク
ラ
リ
ー
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
商

店
街
の
中
で
違
っ
た
形
で
事
業

を
実
施
し
た
い
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
た
の
で
お
任
せ
し
、
先
ほ

ど
商
業
部
会
か
ら
も
あ
っ
た
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
に
力
を

注
い
で
き
ま
し
た
。

　前
回
は
震
災
復
興
と
い
う
目

的
で
行
い
全
額
完
売
し
、
今
回

は
増
税
後
の
消
費
の
落
ち
込
み

を
打
開
し
よ
う
と
行
い
ま
し
た

が
、
約
１
割
程
度
売
れ
残
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
時
期
的
な
問

題
な
ど
原
因
は
い
く
つ
か
あ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
が
、
想
像
以

上
に
消
費
者
の
購
買
意
欲
は
低

か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

今
後
詳
細
を
分
析
し
今
後
の
参

考
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

武
田
氏

　前
回
は
年
末
の
一
番
需
要
が

旺
盛
な
時
期
に
実
施
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
家

庭
で
利
用
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が

少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し

た
。
交
通
運
輸
業
部
会
は
ど
う

で
し
ょ
う
。

原
氏　交

通
運
輸
業
部
会
に
は
、
ト

ラ
ッ
ク
業
界
や
バ
ス
関
連
、
個

人
タ
ク
シ
ー
や
自
動
車
鈑
金
と

い
っ
た
と
こ
ろ
が
主
な
業
種
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
体
と

し
て
は
燃
料
の
高
止
ま
り
、
高

速
料
金
の
割
引
制
度
廃
止
が
非

常
に
大
き
く
響
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
観
光
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク

業
界
で
は
国
の
指
導
も
あ
り
運

行
管
理
が
非
常
に
厳
し
く
な
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
う
い

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
交
通
運
輸

業
部
会
で
は
業
界
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
事
業
や
視
察
研
修
等
に

よ
る
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま

す
。

武
田
氏

　燃
料
の
高
止
ま
り
や
高
速
料

金
の
割
引
は
一
般
個
人
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
よ

ね
。
業
界
と
し
て
も
建
設
業
同

様
人
材
の
確
保
と
い
う
部
分
が

大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
ね
。
文

化
産
業
部
会
お
願
い
し
ま
す
。

小
沼
氏

　文
化
産
業
部
会
は
不
動
産
業

や
塾
、
介
護
事
業
な
ど
を
中
心

に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
動

産
業
界
で
は
土
地
の
価
格
が
下

げ
止
ま
り
せ
ず
、
塾
関
係
も
人

口
減
少
と
少
子
化
の
影
響
も
あ

り
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。反
面
、高
齢
化
社
会
に

な
り
、
介
護
事
業
は
忙
し
い
よ

う
で
す
。
高
齢
者
向
け
の
授
業

を
行
う
塾
も
増
え
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
の
で
、
環
境
の
変
化

を
う
ま
く
利
用
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
、
決
し
て
暗
い
話
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
部
会

と
し
て
は
そ
の
よ
う
な
情
報
の

交
換
や
部
会
員
の
交
流
を
目
的

に
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

武
田
氏

　ど
の
業
界
も
大
き
な
変
化
が

あ
り
大
変
な
年
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
の
状
況
の
中
で
新

し
い
年
が
ど
の
よ
う
な
年
に
な

る
か
。ま
た
、ど
ん
な
と
こ
ろ
に

注
目
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
ご

意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

渡
邉
氏

　地
元
の
商
店
会
関
係
は
消
費

の
冷
え
込
み
や
大
型
店
と
の
競

合
な
ど
も
あ
り
元
気
が
な
く
な

っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
商
店
会
の
イ

ベ
ン
ト
や
後
継
者
の
育
成
を
含

め
、各
店
舗
が
連
携
し
、勉
強
会

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
若
手
の
経
営
者
と
我
々
が

一
緒
に
な
っ
て
活
動
で
き
る
組

織
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

武
田
氏

　若
い
経
営
者
も
し
っ
か
り
と

し
た
考
え
を
も
っ
て
営
業
し
て

い
ま
す
の
で
、
ベ
テ
ラ
ン
と
若

手
が
一
緒
に
な
っ
て
活
動
す
る

こ
と
で
新
し
い
発
想
に
期
待
し

た
い
で
す
ね
。

宮
本
氏

　業
界
と
し
て
は
円
安
に
な
っ

て
き
て
製
造
業
に
は
プ
ラ
ス
に

思
わ
れ
ま
す
が
、
環
境
的
に
は

新
し
い
年
も
変
わ
ら
ず
、
実
際

に
は
マ
イ
ナ
ス
傾
向
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ

か
ら
は
従
来
の
顧
客
の
み
で
は

な
く
、
既
存
技
術
を
生
か
し
た

新
分
野
へ
の
進
出
な
ど
、
新
し

い
顧
客
の
確
保
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
自
分
の
企
業
を
守
る
の

は
難
し
く
な
っ
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　部
会
と
し
て
も
販
路
開
拓
と

い
う
か
、
新
し
い
顧
客
を
見
つ

け
る
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、日
立

地
区
製
造
業
活
性
化
協
議
会
の

推
進
策
と
し
て
、
行
政
や
関
係

団
体
と
連
携
を
強
く
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

こ
れ
か
ら
は
製
造
業
だ
け
で
は

な
く
印
刷
業
や
ソ
フ
ト
関
連
企

業
へ
の
事
業
も
実
施
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
山
氏

　建
設
業
と
し
て
は
新
技
術
の

研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
人
材

の
確
保
と
育
成
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。特
に
、若

い
人
と
技
術
を
持
っ
た
方
に
長

く
働
い
て
も
ら
う
こ
と
に
加
え
、

こ
れ
か
ら
は
女
性
に
と
っ
て
も

魅
力
の
あ
る
業
界
と
な
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

河
内
氏

　マ
イ
ナ
ス
要
因
や
心
配
事
ば

か
り
考
え
て
い
る
と
思
考
が
停

止
し
て
し
ま
う
の
で
、
発
想
の

転
換
で
プ
ラ
ス
に
変
え
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
例
え

ば
人
口
は
減
っ
て
も
高
齢
者
は

増
え
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
に
新

し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
い

い
と
こ
ろ
を
工
夫
し
な
が
ら
磨

き
を
か
け
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　金
融
機
関
と
し
て
は
そ
の
よ

う
な
事
を
よ
く
見
極
め
て
資
金

を
提
供
し
、
ま
た
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
機
能
を
発
揮
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
部
会
と
し

て
も
単
独
と
し
て
で
は
な
く
、

各
方
面
と
連
携
を
取
り
な
が
ら

商
工
会
議
所
の
機
能
を
発
揮
で

き
る
部
会
活
動
を
展
開
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
濱
氏

　日
立
に
も
い
い
も
の
が
た
く

さ
ん
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
ど
う

P
R
し
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。

商
工
会
議
所
で
も
一
店
逸
品
運

動
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
の
で
、

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
も
協
力

し
て
い
き
た
い
。
部
会
と
し
て

も
他
の
地
域
の
成
功
事
例
の
研

究
や
交
流
を
行
い
こ
の
活
動
を

支
援
で
き
る
体
制
を
築
い
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

原
氏　業

界
の
中
で
明
る
い
話
題
と

し
て
は
常
磐
道
が
全
線
開
通
し
、

東
京
と
仙
台
を
つ
な
ぐ
大
動
脈

が
１
本
増
え
る
。
物
流
の
流
れ

が
変
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
今
ま

で
東
北
道
経
由
で
仙
台
に
運
ば

れ
て
い
た
も
の
が
常
磐
道
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
茨
城
県
を

通
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
は
非
常
に
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
、
荷
物
の
確
保
や
ト
ラ

ッ
ク
が
よ
り
集
め
や
す
く
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。

小
沼
氏

　こ
れ
か
ら
は
高
齢
者
が
ど
ん

ど
ん
増
え
る
の
で
、
第
３
次
産

業
に
活
路
を
見
出
し
て
い
け
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

介
護
事
業
を
は
じ
め
、
珠
算
塾

な
ど
で
も
高
齢
者
を
対
象
に
脳

ト
レ
な
ど
を
行
っ
て
い
け
れ
ば

新
し
い
事
業
ス
タ
イ
ル
が
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　部
会
と
し
て
も
異
業
種
な
ら

で
は
の
交
流
を
活
か
し
て
情
報

交
換
を
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

武
田
氏

　商
工
会
議
所
の
機
能
を
活
か

し
、広
く
情
報
交
換
・
発
信
を
し

な
が
ら
こ
の
大
き
な
変
化
を
チ

ャ
ン
ス
と
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　長
時
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

金融財務業部会　河内　潤 氏
株式会社常陽銀行　執行役員日立支店長

商業部会　渡邉 朝光 氏
つるや米穀店　代表

建設業部会　松山 恒男 氏
多賀土木株式会社　代表取締役会長

工業部会　宮本 洋治 氏
久慈鉄工協同組合　代表理事

観光環衛業部会　高濱 秀夫 氏
株式会社金馬車　顧問

文化産業部会　小沼淳志 氏
株式会社ジュン・ホーム　代表取締役会長

情報化委員会　武田 太志 委員長
株式会社菓匠たけだ　代表取締役

交通運輸業部会　原　一樹 氏
株式会社日立物流東日本営業本部　日立営業部長

商業部会　　　　 渡邉　朝光 氏
工業部会　　　　 宮本　洋治 氏
建設業部会　　　 松山　恒男 氏
金融財務業部会　 河内　　潤 氏
観光環衛業部会　 高濱　秀夫 氏 
交通運輸業部会　 原　　一樹 氏
文化産業部会　　 小沼　淳志 氏
司会
情報化委員会　　 武田　太志 委員長　

「変化をチャンスに」
テーマ
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武
田
氏

　情
報
化
委
員
会
で
「
か
い
ぎ

し
ょ
N
E
W
S
新
年
号
」
の
企

画
を
検
討
す
る
中
で
、「
７
部
会

座
談
会
」
を
是
非
実
施
し
た
い

と
の
声
が
多
く
、
お
忙
し
い
中

お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
回
は
「
変
化
を
チ
ャ
ン
ス

に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
２
０
１

４
年
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
中
で
の
経
済
政
策
が
進

め
ら
れ
、
金
融
を
中
心
に
大
き

く
変
化
の
あ
っ
た
年
。
全
国
的

な
中
で
は
給
与
の
上
昇
や
株
価

の
上
昇
、
あ
る
い
は
物
価
が
上

新年号企画：7部会座談会新年号企画：7部会座談会
　2014年の漢字が「税」になるなど消費税の増税、８％がスタートし大きく環境が
変化した１年。このような中、新春を展望する座談会は、当所７部会（商業・工業・
建設業・金融財務業・観光環衛業・交通運輸業・文化産業）の代表者に登場してい
ただきました。（この座談会は昨年12月に開催しました。）

昇
し
、
色
々
な
変
化
が
起
こ
り

ま
し
た
。
そ
の
変
化
を
ど
う
捉

え
て
今
後
の
業
界
、
企
業
の
運

営
に
役
立
て
て
い
け
る
か
。
ま

ず
は
各
業
界
、
部
会
の
中
で
の

現
状
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

渡
邉
氏

　商
業
部
会
と
し
て
は
大
き
な

事
業
と
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
事
業
を
観
光
環
衛
業
部
会
と

一
緒
に
実
施
し
ま
し
た
。
消
費

税
増
税
後
の
対
策
と
し
て
発
行

総
額
３
億
３
千
万
円
で
実
施
し

ま
し
た
。
消
費
税
増
税
後
の
反

動
減
や
大
型
店
で
の
使
用
に
制

限
が
あ
り
一
部
消
費
者
か
ら
は

利
用
し
に
く
い
と
い
う
声
も
あ

り
ま
し
た
が
、
一
応
の
成
果
を

得
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

武
田
氏

　消
費
税
増
税
は
今
年
一
番
大

き
い
変
化
で
し
た
よ
ね
。

渡
邉
氏

　ほ
と
ん
ど
の
商
店
で
店
頭
の

価
格
が
税
込
価
格
が
税
抜
価
格

に
変
わ
り
ま
し
た
。
商
品
価
格

に
８
％
上
乗
せ
と
な
る
こ
と
が

消
費
者
心
理
に
大
き
く
影
響
し

た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意

味
で
も
消
費
税
増
税
は
今
年
で

一
番
大
き
か
っ
た
と
思
う
。

武
田
氏

　３
月
の
駆
け
込
み
か
ら
４
月

５
月
の
反
動
減
は
大
き
か
っ
た

で
す
よ
ね
。
工
業
部
会
で
は
ど

う
で
し
た
か
。

宮
本
氏

　業
界
全
体
的
に
見
て
単
純
に

売
上
だ
け
見
れ
ば
前
よ
り
い
い

数
字
は
出
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
た
だ
し
こ
れ
は
業
界
全

体
的
に
景
気
が
良
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
良
い
と
こ
ろ
と

悪
い
と
こ
ろ
の
二
極
化
が
ハ
ッ

キ
リ
と
出
て
い
る
状
況
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
同
じ
製
造

業
で
あ
っ
て
も
自
動
車
関
連
や

重
電
、
家
電
と
色
々
な
分
野
が

あ
り
、
そ
の
バ
ラ
つ
き
も
多
分

に
あ
り
ま
し
た
。

　当
初
一
番
心
配
し
て
い
た
重

電
関
係
で
は
、
現
状
は
堅
調
に

推
移
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
一
番
心
配
し
て
い
る
の
は
自

動
車
関
連
で
、
海
外
展
開
の
絡

み
も
あ
り
業
種
に
よ
っ
て
は
非

常
に
苦
戦
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。

　工
業
部
会
で
は
、
予
定
し
た

事
業
は
順
調
に
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、
前
年
に
立
ち
上
げ
今

年
は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
思
っ

て
い
た
日
立
地
区
製
造
業
活
性

化
協
議
会
が
思
う
よ
う
に
活
動

で
き
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
し

た
。

武
田
氏

　ど
の
業
種
で
も
二
極
化
は
進

ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
ね
。

建
設
業
部
会
で
は
い
か
が
で
し

た
か
。

松
山
氏

　東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
10

ケ
月
が
過
ぎ
、
日
立
市
内
の
公

共
建
築
物
や
道
路
等
、
一
部
老

朽
化
を
含
め
残
っ
て
い
ま
す
が
、

大
半
は
復
旧
で
き
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
建
設
業
界
と

し
て
は
工
事
量
は
多
く
あ
り
ま

し
た
が
資
材
・
労
務
費
の
上
昇

等
に
よ
り
、
内
容
は
あ
ま
り
良

く
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
情

で
す
。

　現
在
の
と
こ
ろ
は
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
も
中
小
企
業
に
は
届
い
て

お
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
感

が
あ
り
ま
す
。

　部
会
と
し
て
は
事
業
を
通
し

て
新
技
術
の
研
究
な
ど
、
若
い

経
営
者
や
技
術
者
を
中
心
に
多

く
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
（独）
建
築
研
究
所
の

講
演
会
へ
の
参
加
、
そ
し
て
岩

手
県
陸
前
高
田
市
の
被
災
現
場

の
見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

後
も
体
験
を
通
じ
て
学
ん
で
い

け
る
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

武
田
氏

　建
設
業
界
は
震
災
以
降
環
境

が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
よ
ね
。

金
融
財
務
業
部
会
は
ど
う
で
し

ょ
う
。

河
内
氏

　ま
ず
こ
の
日
立
地
域
の
環
境

と
し
て
、
人
口
減
少
は
非
常
に

大
き
な
変
化
の
要
因
に
な
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
で
企
業
の
資
金
需
要
は

金
融
機
関
全
体
の
中
で
は
若
干

増
え
て
い
る
状
況
で
、
設
備
の

更
新
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
や
介

護
事
業
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
成

長
分
野
と
し
て
資
金
需
要
が
増

え
て
い
ま
す
。

　一
方
で
個
人
の
方
を
見
る
と
、

消
費
税
増
税
前
は
住
宅
ロ
ー
ン

が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、

増
税
後
か
ら
急
激
に
資
金
需
要

が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
地
域

別
に
見
て
も
日
立
地
区
は
減
っ

て
い
ま
す
が
、
ひ
た
ち
な
か
地

区
は
増
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
特

徴
的
で
す
。
お
客
様
の
声
に
よ

る
と
イ
ン
フ
ラ
の
違
い
が
大
き

く
、
特
急
の
停
車
本
数
や
大
規

模
な
商
業
施
設
な
ど
生
活
イ
ン

フ
ラ
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
日
立
地

区
は
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
が
足
踏

み
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　金
融
機
関
と
し
て
ど
う
地
域

に
貢
献
で
き
る
か
で
す
が
、
従

来
は
あ
ら
ゆ
る
資
金
と
し
て
の

銀
行
で
し
た
が
、
今
は
そ
れ
だ

け
で
は
地
域
の
活
性
化
に
繋
が

っ
て
い
き
ま
せ
ん
。
企
業
の
経

営
に
資
す
る
と
こ
ろ
の
支
援
、

そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
含
め
て
部

会
と
し
て
も
事
業
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
従
来
の
制
度
金
融
の

情
報
提
供
や
視
察
等
に
よ
る
情

報
提
供
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り

具
体
的
な
事
業
と
し
て
、
一
つ

は
地
域
の
課
題
と
し
て
後
継
者

問
題
が
あ
っ
た
の
で
、
事
業
承

継
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。ま
た
、部
会
単
独
で
は
限
界

が
あ
る
こ
と
か
ら
商
業
部
会
と

連
携
し
、
あ
き
ん
ど
探
検
少
年

団
の
受
入
を
行
い
ま
し
た
。
子

供
向
け
の
キ
ッ
ズ
セ
ミ
ナ
ー
と

し
て
銀
行
業
務
の
体
験
を
し
て

い
た
だ
き
、
大
変
ご
好
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
部
会
事
業
と

し
て
金
融
以
外
の
部
分
と
し
て

は
最
初
の
一
歩
と
し
て
非
常
に

良
い
取
り
組
み
を
し
て
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

武
田
氏

　事
業
承
継
な
ど
こ
れ
か
ら
起

き
て
く
る
こ
と
を
見
据
え
て
取

り
組
ん
で
き
た
ん
で
す
ね
。
観

光
環
衛
業
部
会
は
ど
う
で
し
た

か
。

高
濱
氏

　観
光
環
衛
業
は
飲
食
業
や
ホ

テ
ル
・
旅
館
業
を
中
心
に
理
美

容
業
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
観
光
関

連
で
も
夏
場
の
海
水
浴
客
は
ま

だ
ま
だ
戻
っ
て
き
て
お
ら
ず
、

飲
食
関
係
で
も
良
い
状
況
と
い

う
声
は
聞
こ
え
て
き
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
ま
で
部

会
で
は
ド
リ
ン
ク
ラ
リ
ー
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
商

店
街
の
中
で
違
っ
た
形
で
事
業

を
実
施
し
た
い
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
た
の
で
お
任
せ
し
、
先
ほ

ど
商
業
部
会
か
ら
も
あ
っ
た
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
に
力
を

注
い
で
き
ま
し
た
。

　前
回
は
震
災
復
興
と
い
う
目

的
で
行
い
全
額
完
売
し
、
今
回

は
増
税
後
の
消
費
の
落
ち
込
み

を
打
開
し
よ
う
と
行
い
ま
し
た

が
、
約
１
割
程
度
売
れ
残
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
時
期
的
な
問

題
な
ど
原
因
は
い
く
つ
か
あ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
が
、
想
像
以

上
に
消
費
者
の
購
買
意
欲
は
低

か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

今
後
詳
細
を
分
析
し
今
後
の
参

考
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

武
田
氏

　前
回
は
年
末
の
一
番
需
要
が

旺
盛
な
時
期
に
実
施
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
家

庭
で
利
用
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が

少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し

た
。
交
通
運
輸
業
部
会
は
ど
う

で
し
ょ
う
。

原
氏　交

通
運
輸
業
部
会
に
は
、
ト

ラ
ッ
ク
業
界
や
バ
ス
関
連
、
個

人
タ
ク
シ
ー
や
自
動
車
鈑
金
と

い
っ
た
と
こ
ろ
が
主
な
業
種
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
体
と

し
て
は
燃
料
の
高
止
ま
り
、
高

速
料
金
の
割
引
制
度
廃
止
が
非

常
に
大
き
く
響
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
観
光
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク

業
界
で
は
国
の
指
導
も
あ
り
運

行
管
理
が
非
常
に
厳
し
く
な
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
う
い

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
交
通
運
輸

業
部
会
で
は
業
界
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
事
業
や
視
察
研
修
等
に

よ
る
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま

す
。

武
田
氏

　燃
料
の
高
止
ま
り
や
高
速
料

金
の
割
引
は
一
般
個
人
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
よ

ね
。
業
界
と
し
て
も
建
設
業
同

様
人
材
の
確
保
と
い
う
部
分
が

大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
ね
。
文

化
産
業
部
会
お
願
い
し
ま
す
。

小
沼
氏

　文
化
産
業
部
会
は
不
動
産
業

や
塾
、
介
護
事
業
な
ど
を
中
心

に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
動

産
業
界
で
は
土
地
の
価
格
が
下

げ
止
ま
り
せ
ず
、
塾
関
係
も
人

口
減
少
と
少
子
化
の
影
響
も
あ

り
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。反
面
、高
齢
化
社
会
に

な
り
、
介
護
事
業
は
忙
し
い
よ

う
で
す
。
高
齢
者
向
け
の
授
業

を
行
う
塾
も
増
え
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
の
で
、
環
境
の
変
化

を
う
ま
く
利
用
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
、
決
し
て
暗
い
話
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
部
会

と
し
て
は
そ
の
よ
う
な
情
報
の

交
換
や
部
会
員
の
交
流
を
目
的

に
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

武
田
氏

　ど
の
業
界
も
大
き
な
変
化
が

あ
り
大
変
な
年
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
の
状
況
の
中
で
新

し
い
年
が
ど
の
よ
う
な
年
に
な

る
か
。ま
た
、ど
ん
な
と
こ
ろ
に

注
目
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
ご

意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

渡
邉
氏

　地
元
の
商
店
会
関
係
は
消
費

の
冷
え
込
み
や
大
型
店
と
の
競

合
な
ど
も
あ
り
元
気
が
な
く
な

っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
商
店
会
の
イ

ベ
ン
ト
や
後
継
者
の
育
成
を
含

め
、各
店
舗
が
連
携
し
、勉
強
会

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
若
手
の
経
営
者
と
我
々
が

一
緒
に
な
っ
て
活
動
で
き
る
組

織
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

武
田
氏

　若
い
経
営
者
も
し
っ
か
り
と

し
た
考
え
を
も
っ
て
営
業
し
て

い
ま
す
の
で
、
ベ
テ
ラ
ン
と
若

手
が
一
緒
に
な
っ
て
活
動
す
る

こ
と
で
新
し
い
発
想
に
期
待
し

た
い
で
す
ね
。

宮
本
氏

　業
界
と
し
て
は
円
安
に
な
っ

て
き
て
製
造
業
に
は
プ
ラ
ス
に

思
わ
れ
ま
す
が
、
環
境
的
に
は

新
し
い
年
も
変
わ
ら
ず
、
実
際

に
は
マ
イ
ナ
ス
傾
向
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ

か
ら
は
従
来
の
顧
客
の
み
で
は

な
く
、
既
存
技
術
を
生
か
し
た

新
分
野
へ
の
進
出
な
ど
、
新
し

い
顧
客
の
確
保
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
自
分
の
企
業
を
守
る
の

は
難
し
く
な
っ
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　部
会
と
し
て
も
販
路
開
拓
と

い
う
か
、
新
し
い
顧
客
を
見
つ

け
る
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、日
立

地
区
製
造
業
活
性
化
協
議
会
の

推
進
策
と
し
て
、
行
政
や
関
係

団
体
と
連
携
を
強
く
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

こ
れ
か
ら
は
製
造
業
だ
け
で
は

な
く
印
刷
業
や
ソ
フ
ト
関
連
企

業
へ
の
事
業
も
実
施
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
山
氏

　建
設
業
と
し
て
は
新
技
術
の

研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
人
材

の
確
保
と
育
成
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。特
に
、若

い
人
と
技
術
を
持
っ
た
方
に
長

く
働
い
て
も
ら
う
こ
と
に
加
え
、

こ
れ
か
ら
は
女
性
に
と
っ
て
も

魅
力
の
あ
る
業
界
と
な
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

河
内
氏

　マ
イ
ナ
ス
要
因
や
心
配
事
ば

か
り
考
え
て
い
る
と
思
考
が
停

止
し
て
し
ま
う
の
で
、
発
想
の

転
換
で
プ
ラ
ス
に
変
え
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
例
え

ば
人
口
は
減
っ
て
も
高
齢
者
は

増
え
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
に
新

し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
い

い
と
こ
ろ
を
工
夫
し
な
が
ら
磨

き
を
か
け
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　金
融
機
関
と
し
て
は
そ
の
よ

う
な
事
を
よ
く
見
極
め
て
資
金

を
提
供
し
、
ま
た
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
機
能
を
発
揮
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
部
会
と
し

て
も
単
独
と
し
て
で
は
な
く
、

各
方
面
と
連
携
を
取
り
な
が
ら

商
工
会
議
所
の
機
能
を
発
揮
で

き
る
部
会
活
動
を
展
開
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
濱
氏

　日
立
に
も
い
い
も
の
が
た
く

さ
ん
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
ど
う

P
R
し
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。

商
工
会
議
所
で
も
一
店
逸
品
運

動
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
の
で
、

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
も
協
力

し
て
い
き
た
い
。
部
会
と
し
て

も
他
の
地
域
の
成
功
事
例
の
研

究
や
交
流
を
行
い
こ
の
活
動
を

支
援
で
き
る
体
制
を
築
い
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

原
氏　業

界
の
中
で
明
る
い
話
題
と

し
て
は
常
磐
道
が
全
線
開
通
し
、

東
京
と
仙
台
を
つ
な
ぐ
大
動
脈

が
１
本
増
え
る
。
物
流
の
流
れ

が
変
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
今
ま

で
東
北
道
経
由
で
仙
台
に
運
ば

れ
て
い
た
も
の
が
常
磐
道
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
茨
城
県
を

通
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
は
非
常
に
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
、
荷
物
の
確
保
や
ト
ラ

ッ
ク
が
よ
り
集
め
や
す
く
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。

小
沼
氏

　こ
れ
か
ら
は
高
齢
者
が
ど
ん

ど
ん
増
え
る
の
で
、
第
３
次
産

業
に
活
路
を
見
出
し
て
い
け
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

介
護
事
業
を
は
じ
め
、
珠
算
塾

な
ど
で
も
高
齢
者
を
対
象
に
脳

ト
レ
な
ど
を
行
っ
て
い
け
れ
ば

新
し
い
事
業
ス
タ
イ
ル
が
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　部
会
と
し
て
も
異
業
種
な
ら

で
は
の
交
流
を
活
か
し
て
情
報

交
換
を
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

武
田
氏

　商
工
会
議
所
の
機
能
を
活
か

し
、広
く
情
報
交
換
・
発
信
を
し

な
が
ら
こ
の
大
き
な
変
化
を
チ

ャ
ン
ス
と
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　長
時
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

金融財務業部会　河内　潤 氏
株式会社常陽銀行　執行役員日立支店長

商業部会　渡邉 朝光 氏
つるや米穀店　代表

建設業部会　松山 恒男 氏
多賀土木株式会社　代表取締役会長

工業部会　宮本 洋治 氏
久慈鉄工協同組合　代表理事

観光環衛業部会　高濱 秀夫 氏
株式会社金馬車　顧問

文化産業部会　小沼淳志 氏
株式会社ジュン・ホーム　代表取締役会長

情報化委員会　武田 太志 委員長
株式会社菓匠たけだ　代表取締役

交通運輸業部会　原　一樹 氏
株式会社日立物流東日本営業本部　日立営業部長

商業部会　　　　 渡邉　朝光 氏
工業部会　　　　 宮本　洋治 氏
建設業部会　　　 松山　恒男 氏
金融財務業部会　 河内　　潤 氏
観光環衛業部会　 高濱　秀夫 氏 
交通運輸業部会　 原　　一樹 氏
文化産業部会　　 小沼　淳志 氏
司会
情報化委員会　　 武田　太志 委員長　

「変化をチャンスに」
テーマ
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武
田
氏

　情
報
化
委
員
会
で
「
か
い
ぎ

し
ょ
N
E
W
S
新
年
号
」
の
企

画
を
検
討
す
る
中
で
、「
７
部
会

座
談
会
」
を
是
非
実
施
し
た
い

と
の
声
が
多
く
、
お
忙
し
い
中

お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
回
は
「
変
化
を
チ
ャ
ン
ス

に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
２
０
１

４
年
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
中
で
の
経
済
政
策
が
進

め
ら
れ
、
金
融
を
中
心
に
大
き

く
変
化
の
あ
っ
た
年
。
全
国
的

な
中
で
は
給
与
の
上
昇
や
株
価

の
上
昇
、
あ
る
い
は
物
価
が
上

新年号企画：7部会座談会新年号企画：7部会座談会
　2014年の漢字が「税」になるなど消費税の増税、８％がスタートし大きく環境が
変化した１年。このような中、新春を展望する座談会は、当所７部会（商業・工業・
建設業・金融財務業・観光環衛業・交通運輸業・文化産業）の代表者に登場してい
ただきました。（この座談会は昨年12月に開催しました。）

昇
し
、
色
々
な
変
化
が
起
こ
り

ま
し
た
。
そ
の
変
化
を
ど
う
捉

え
て
今
後
の
業
界
、
企
業
の
運

営
に
役
立
て
て
い
け
る
か
。
ま

ず
は
各
業
界
、
部
会
の
中
で
の

現
状
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

渡
邉
氏

　商
業
部
会
と
し
て
は
大
き
な

事
業
と
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
事
業
を
観
光
環
衛
業
部
会
と

一
緒
に
実
施
し
ま
し
た
。
消
費

税
増
税
後
の
対
策
と
し
て
発
行

総
額
３
億
３
千
万
円
で
実
施
し

ま
し
た
。
消
費
税
増
税
後
の
反

動
減
や
大
型
店
で
の
使
用
に
制

限
が
あ
り
一
部
消
費
者
か
ら
は

利
用
し
に
く
い
と
い
う
声
も
あ

り
ま
し
た
が
、
一
応
の
成
果
を

得
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

武
田
氏

　消
費
税
増
税
は
今
年
一
番
大

き
い
変
化
で
し
た
よ
ね
。

渡
邉
氏

　ほ
と
ん
ど
の
商
店
で
店
頭
の

価
格
が
税
込
価
格
が
税
抜
価
格

に
変
わ
り
ま
し
た
。
商
品
価
格

に
８
％
上
乗
せ
と
な
る
こ
と
が

消
費
者
心
理
に
大
き
く
影
響
し

た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意

味
で
も
消
費
税
増
税
は
今
年
で

一
番
大
き
か
っ
た
と
思
う
。

武
田
氏

　３
月
の
駆
け
込
み
か
ら
４
月

５
月
の
反
動
減
は
大
き
か
っ
た

で
す
よ
ね
。
工
業
部
会
で
は
ど

う
で
し
た
か
。

宮
本
氏

　業
界
全
体
的
に
見
て
単
純
に

売
上
だ
け
見
れ
ば
前
よ
り
い
い

数
字
は
出
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
た
だ
し
こ
れ
は
業
界
全

体
的
に
景
気
が
良
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
良
い
と
こ
ろ
と

悪
い
と
こ
ろ
の
二
極
化
が
ハ
ッ

キ
リ
と
出
て
い
る
状
況
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
同
じ
製
造

業
で
あ
っ
て
も
自
動
車
関
連
や

重
電
、
家
電
と
色
々
な
分
野
が

あ
り
、
そ
の
バ
ラ
つ
き
も
多
分

に
あ
り
ま
し
た
。

　当
初
一
番
心
配
し
て
い
た
重

電
関
係
で
は
、
現
状
は
堅
調
に

推
移
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
一
番
心
配
し
て
い
る
の
は
自

動
車
関
連
で
、
海
外
展
開
の
絡

み
も
あ
り
業
種
に
よ
っ
て
は
非

常
に
苦
戦
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。

　工
業
部
会
で
は
、
予
定
し
た

事
業
は
順
調
に
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、
前
年
に
立
ち
上
げ
今

年
は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
思
っ

て
い
た
日
立
地
区
製
造
業
活
性

化
協
議
会
が
思
う
よ
う
に
活
動

で
き
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
し

た
。

武
田
氏

　ど
の
業
種
で
も
二
極
化
は
進

ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
ね
。

建
設
業
部
会
で
は
い
か
が
で
し

た
か
。

松
山
氏

　東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
10

ケ
月
が
過
ぎ
、
日
立
市
内
の
公

共
建
築
物
や
道
路
等
、
一
部
老

朽
化
を
含
め
残
っ
て
い
ま
す
が
、

大
半
は
復
旧
で
き
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
建
設
業
界
と

し
て
は
工
事
量
は
多
く
あ
り
ま

し
た
が
資
材
・
労
務
費
の
上
昇

等
に
よ
り
、
内
容
は
あ
ま
り
良

く
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
情

で
す
。

　現
在
の
と
こ
ろ
は
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
も
中
小
企
業
に
は
届
い
て

お
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
感

が
あ
り
ま
す
。

　部
会
と
し
て
は
事
業
を
通
し

て
新
技
術
の
研
究
な
ど
、
若
い

経
営
者
や
技
術
者
を
中
心
に
多

く
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
（独）
建
築
研
究
所
の

講
演
会
へ
の
参
加
、
そ
し
て
岩

手
県
陸
前
高
田
市
の
被
災
現
場

の
見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

後
も
体
験
を
通
じ
て
学
ん
で
い

け
る
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

武
田
氏

　建
設
業
界
は
震
災
以
降
環
境

が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
よ
ね
。

金
融
財
務
業
部
会
は
ど
う
で
し

ょ
う
。

河
内
氏

　ま
ず
こ
の
日
立
地
域
の
環
境

と
し
て
、
人
口
減
少
は
非
常
に

大
き
な
変
化
の
要
因
に
な
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
で
企
業
の
資
金
需
要
は

金
融
機
関
全
体
の
中
で
は
若
干

増
え
て
い
る
状
況
で
、
設
備
の

更
新
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
や
介

護
事
業
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
成

長
分
野
と
し
て
資
金
需
要
が
増

え
て
い
ま
す
。

　一
方
で
個
人
の
方
を
見
る
と
、

消
費
税
増
税
前
は
住
宅
ロ
ー
ン

が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、

増
税
後
か
ら
急
激
に
資
金
需
要

が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
地
域

別
に
見
て
も
日
立
地
区
は
減
っ

て
い
ま
す
が
、
ひ
た
ち
な
か
地

区
は
増
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
特

徴
的
で
す
。
お
客
様
の
声
に
よ

る
と
イ
ン
フ
ラ
の
違
い
が
大
き

く
、
特
急
の
停
車
本
数
や
大
規

模
な
商
業
施
設
な
ど
生
活
イ
ン

フ
ラ
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
日
立
地

区
は
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
が
足
踏

み
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　金
融
機
関
と
し
て
ど
う
地
域

に
貢
献
で
き
る
か
で
す
が
、
従

来
は
あ
ら
ゆ
る
資
金
と
し
て
の

銀
行
で
し
た
が
、
今
は
そ
れ
だ

け
で
は
地
域
の
活
性
化
に
繋
が

っ
て
い
き
ま
せ
ん
。
企
業
の
経

営
に
資
す
る
と
こ
ろ
の
支
援
、

そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
含
め
て
部

会
と
し
て
も
事
業
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
従
来
の
制
度
金
融
の

情
報
提
供
や
視
察
等
に
よ
る
情

報
提
供
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り

具
体
的
な
事
業
と
し
て
、
一
つ

は
地
域
の
課
題
と
し
て
後
継
者

問
題
が
あ
っ
た
の
で
、
事
業
承

継
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。ま
た
、部
会
単
独
で
は
限
界

が
あ
る
こ
と
か
ら
商
業
部
会
と

連
携
し
、
あ
き
ん
ど
探
検
少
年

団
の
受
入
を
行
い
ま
し
た
。
子

供
向
け
の
キ
ッ
ズ
セ
ミ
ナ
ー
と

し
て
銀
行
業
務
の
体
験
を
し
て

い
た
だ
き
、
大
変
ご
好
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
部
会
事
業
と

し
て
金
融
以
外
の
部
分
と
し
て

は
最
初
の
一
歩
と
し
て
非
常
に

良
い
取
り
組
み
を
し
て
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

武
田
氏

　事
業
承
継
な
ど
こ
れ
か
ら
起

き
て
く
る
こ
と
を
見
据
え
て
取

り
組
ん
で
き
た
ん
で
す
ね
。
観

光
環
衛
業
部
会
は
ど
う
で
し
た

か
。

高
濱
氏

　観
光
環
衛
業
は
飲
食
業
や
ホ

テ
ル
・
旅
館
業
を
中
心
に
理
美

容
業
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
観
光
関

連
で
も
夏
場
の
海
水
浴
客
は
ま

だ
ま
だ
戻
っ
て
き
て
お
ら
ず
、

飲
食
関
係
で
も
良
い
状
況
と
い

う
声
は
聞
こ
え
て
き
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
ま
で
部

会
で
は
ド
リ
ン
ク
ラ
リ
ー
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
商

店
街
の
中
で
違
っ
た
形
で
事
業

を
実
施
し
た
い
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
た
の
で
お
任
せ
し
、
先
ほ

ど
商
業
部
会
か
ら
も
あ
っ
た
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
に
力
を

注
い
で
き
ま
し
た
。

　前
回
は
震
災
復
興
と
い
う
目

的
で
行
い
全
額
完
売
し
、
今
回

は
増
税
後
の
消
費
の
落
ち
込
み

を
打
開
し
よ
う
と
行
い
ま
し
た

が
、
約
１
割
程
度
売
れ
残
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
時
期
的
な
問

題
な
ど
原
因
は
い
く
つ
か
あ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
が
、
想
像
以

上
に
消
費
者
の
購
買
意
欲
は
低

か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

今
後
詳
細
を
分
析
し
今
後
の
参

考
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

武
田
氏

　前
回
は
年
末
の
一
番
需
要
が

旺
盛
な
時
期
に
実
施
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
家

庭
で
利
用
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が

少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し

た
。
交
通
運
輸
業
部
会
は
ど
う

で
し
ょ
う
。

原
氏　交

通
運
輸
業
部
会
に
は
、
ト

ラ
ッ
ク
業
界
や
バ
ス
関
連
、
個

人
タ
ク
シ
ー
や
自
動
車
鈑
金
と

い
っ
た
と
こ
ろ
が
主
な
業
種
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
体
と

し
て
は
燃
料
の
高
止
ま
り
、
高

速
料
金
の
割
引
制
度
廃
止
が
非

常
に
大
き
く
響
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
観
光
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク

業
界
で
は
国
の
指
導
も
あ
り
運

行
管
理
が
非
常
に
厳
し
く
な
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
う
い

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
交
通
運
輸

業
部
会
で
は
業
界
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
事
業
や
視
察
研
修
等
に

よ
る
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま

す
。

武
田
氏

　燃
料
の
高
止
ま
り
や
高
速
料

金
の
割
引
は
一
般
個
人
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
よ

ね
。
業
界
と
し
て
も
建
設
業
同

様
人
材
の
確
保
と
い
う
部
分
が

大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
ね
。
文

化
産
業
部
会
お
願
い
し
ま
す
。

小
沼
氏

　文
化
産
業
部
会
は
不
動
産
業

や
塾
、
介
護
事
業
な
ど
を
中
心

に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
動

産
業
界
で
は
土
地
の
価
格
が
下

げ
止
ま
り
せ
ず
、
塾
関
係
も
人

口
減
少
と
少
子
化
の
影
響
も
あ

り
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。反
面
、高
齢
化
社
会
に

な
り
、
介
護
事
業
は
忙
し
い
よ

う
で
す
。
高
齢
者
向
け
の
授
業

を
行
う
塾
も
増
え
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
の
で
、
環
境
の
変
化

を
う
ま
く
利
用
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
、
決
し
て
暗
い
話
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
部
会

と
し
て
は
そ
の
よ
う
な
情
報
の

交
換
や
部
会
員
の
交
流
を
目
的

に
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

武
田
氏

　ど
の
業
界
も
大
き
な
変
化
が

あ
り
大
変
な
年
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
の
状
況
の
中
で
新

し
い
年
が
ど
の
よ
う
な
年
に
な

る
か
。ま
た
、ど
ん
な
と
こ
ろ
に

注
目
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
ご

意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

渡
邉
氏

　地
元
の
商
店
会
関
係
は
消
費

の
冷
え
込
み
や
大
型
店
と
の
競

合
な
ど
も
あ
り
元
気
が
な
く
な

っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
商
店
会
の
イ

ベ
ン
ト
や
後
継
者
の
育
成
を
含

め
、各
店
舗
が
連
携
し
、勉
強
会

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
若
手
の
経
営
者
と
我
々
が

一
緒
に
な
っ
て
活
動
で
き
る
組

織
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

武
田
氏

　若
い
経
営
者
も
し
っ
か
り
と

し
た
考
え
を
も
っ
て
営
業
し
て

い
ま
す
の
で
、
ベ
テ
ラ
ン
と
若

手
が
一
緒
に
な
っ
て
活
動
す
る

こ
と
で
新
し
い
発
想
に
期
待
し

た
い
で
す
ね
。

宮
本
氏

　業
界
と
し
て
は
円
安
に
な
っ

て
き
て
製
造
業
に
は
プ
ラ
ス
に

思
わ
れ
ま
す
が
、
環
境
的
に
は

新
し
い
年
も
変
わ
ら
ず
、
実
際

に
は
マ
イ
ナ
ス
傾
向
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ

か
ら
は
従
来
の
顧
客
の
み
で
は

な
く
、
既
存
技
術
を
生
か
し
た

新
分
野
へ
の
進
出
な
ど
、
新
し

い
顧
客
の
確
保
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
自
分
の
企
業
を
守
る
の

は
難
し
く
な
っ
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　部
会
と
し
て
も
販
路
開
拓
と

い
う
か
、
新
し
い
顧
客
を
見
つ

け
る
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、日
立

地
区
製
造
業
活
性
化
協
議
会
の

推
進
策
と
し
て
、
行
政
や
関
係

団
体
と
連
携
を
強
く
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

こ
れ
か
ら
は
製
造
業
だ
け
で
は

な
く
印
刷
業
や
ソ
フ
ト
関
連
企

業
へ
の
事
業
も
実
施
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
山
氏

　建
設
業
と
し
て
は
新
技
術
の

研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
人
材

の
確
保
と
育
成
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。特
に
、若

い
人
と
技
術
を
持
っ
た
方
に
長

く
働
い
て
も
ら
う
こ
と
に
加
え
、

こ
れ
か
ら
は
女
性
に
と
っ
て
も

魅
力
の
あ
る
業
界
と
な
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

河
内
氏

　マ
イ
ナ
ス
要
因
や
心
配
事
ば

か
り
考
え
て
い
る
と
思
考
が
停

止
し
て
し
ま
う
の
で
、
発
想
の

転
換
で
プ
ラ
ス
に
変
え
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
例
え

ば
人
口
は
減
っ
て
も
高
齢
者
は

増
え
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
に
新

し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
い

い
と
こ
ろ
を
工
夫
し
な
が
ら
磨

き
を
か
け
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　金
融
機
関
と
し
て
は
そ
の
よ

う
な
事
を
よ
く
見
極
め
て
資
金

を
提
供
し
、
ま
た
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
機
能
を
発
揮
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
部
会
と
し

て
も
単
独
と
し
て
で
は
な
く
、

各
方
面
と
連
携
を
取
り
な
が
ら

商
工
会
議
所
の
機
能
を
発
揮
で

き
る
部
会
活
動
を
展
開
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
濱
氏

　日
立
に
も
い
い
も
の
が
た
く

さ
ん
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
ど
う

P
R
し
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。

商
工
会
議
所
で
も
一
店
逸
品
運

動
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
の
で
、

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
も
協
力

し
て
い
き
た
い
。
部
会
と
し
て

も
他
の
地
域
の
成
功
事
例
の
研

究
や
交
流
を
行
い
こ
の
活
動
を

支
援
で
き
る
体
制
を
築
い
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

原
氏　業

界
の
中
で
明
る
い
話
題
と

し
て
は
常
磐
道
が
全
線
開
通
し
、

東
京
と
仙
台
を
つ
な
ぐ
大
動
脈

が
１
本
増
え
る
。
物
流
の
流
れ

が
変
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
今
ま

で
東
北
道
経
由
で
仙
台
に
運
ば

れ
て
い
た
も
の
が
常
磐
道
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
茨
城
県
を

通
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
は
非
常
に
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
、
荷
物
の
確
保
や
ト
ラ

ッ
ク
が
よ
り
集
め
や
す
く
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。

小
沼
氏

　こ
れ
か
ら
は
高
齢
者
が
ど
ん

ど
ん
増
え
る
の
で
、
第
３
次
産

業
に
活
路
を
見
出
し
て
い
け
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

介
護
事
業
を
は
じ
め
、
珠
算
塾

な
ど
で
も
高
齢
者
を
対
象
に
脳

ト
レ
な
ど
を
行
っ
て
い
け
れ
ば

新
し
い
事
業
ス
タ
イ
ル
が
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　部
会
と
し
て
も
異
業
種
な
ら

で
は
の
交
流
を
活
か
し
て
情
報

交
換
を
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

武
田
氏

　商
工
会
議
所
の
機
能
を
活
か

し
、広
く
情
報
交
換
・
発
信
を
し

な
が
ら
こ
の
大
き
な
変
化
を
チ

ャ
ン
ス
と
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　長
時
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

金融財務業部会　河内　潤 氏
株式会社常陽銀行　執行役員日立支店長

商業部会　渡邉 朝光 氏
つるや米穀店　代表

建設業部会　松山 恒男 氏
多賀土木株式会社　代表取締役会長

工業部会　宮本 洋治 氏
久慈鉄工協同組合　代表理事

観光環衛業部会　高濱 秀夫 氏
株式会社金馬車　顧問

文化産業部会　小沼淳志 氏
株式会社ジュン・ホーム　代表取締役会長

情報化委員会　武田 太志 委員長
株式会社菓匠たけだ　代表取締役

交通運輸業部会　原　一樹 氏
株式会社日立物流東日本営業本部　日立営業部長

商業部会　　　　 渡邉　朝光 氏
工業部会　　　　 宮本　洋治 氏
建設業部会　　　 松山　恒男 氏
金融財務業部会　 河内　　潤 氏
観光環衛業部会　 高濱　秀夫 氏 
交通運輸業部会　 原　　一樹 氏
文化産業部会　　 小沼　淳志 氏
司会
情報化委員会　　 武田　太志 委員長　

「変化をチャンスに」
テーマ
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武
田
氏

　情
報
化
委
員
会
で
「
か
い
ぎ

し
ょ
N
E
W
S
新
年
号
」
の
企

画
を
検
討
す
る
中
で
、「
７
部
会

座
談
会
」
を
是
非
実
施
し
た
い

と
の
声
が
多
く
、
お
忙
し
い
中

お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
回
は
「
変
化
を
チ
ャ
ン
ス

に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
２
０
１

４
年
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
中
で
の
経
済
政
策
が
進

め
ら
れ
、
金
融
を
中
心
に
大
き

く
変
化
の
あ
っ
た
年
。
全
国
的

な
中
で
は
給
与
の
上
昇
や
株
価

の
上
昇
、
あ
る
い
は
物
価
が
上

新年号企画：7部会座談会新年号企画：7部会座談会
　2014年の漢字が「税」になるなど消費税の増税、８％がスタートし大きく環境が
変化した１年。このような中、新春を展望する座談会は、当所７部会（商業・工業・
建設業・金融財務業・観光環衛業・交通運輸業・文化産業）の代表者に登場してい
ただきました。（この座談会は昨年12月に開催しました。）

昇
し
、
色
々
な
変
化
が
起
こ
り

ま
し
た
。
そ
の
変
化
を
ど
う
捉

え
て
今
後
の
業
界
、
企
業
の
運

営
に
役
立
て
て
い
け
る
か
。
ま

ず
は
各
業
界
、
部
会
の
中
で
の

現
状
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

渡
邉
氏

　商
業
部
会
と
し
て
は
大
き
な

事
業
と
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
事
業
を
観
光
環
衛
業
部
会
と

一
緒
に
実
施
し
ま
し
た
。
消
費

税
増
税
後
の
対
策
と
し
て
発
行

総
額
３
億
３
千
万
円
で
実
施
し

ま
し
た
。
消
費
税
増
税
後
の
反

動
減
や
大
型
店
で
の
使
用
に
制

限
が
あ
り
一
部
消
費
者
か
ら
は

利
用
し
に
く
い
と
い
う
声
も
あ

り
ま
し
た
が
、
一
応
の
成
果
を

得
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

武
田
氏

　消
費
税
増
税
は
今
年
一
番
大

き
い
変
化
で
し
た
よ
ね
。

渡
邉
氏

　ほ
と
ん
ど
の
商
店
で
店
頭
の

価
格
が
税
込
価
格
が
税
抜
価
格

に
変
わ
り
ま
し
た
。
商
品
価
格

に
８
％
上
乗
せ
と
な
る
こ
と
が

消
費
者
心
理
に
大
き
く
影
響
し

た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意

味
で
も
消
費
税
増
税
は
今
年
で

一
番
大
き
か
っ
た
と
思
う
。

武
田
氏

　３
月
の
駆
け
込
み
か
ら
４
月

５
月
の
反
動
減
は
大
き
か
っ
た

で
す
よ
ね
。
工
業
部
会
で
は
ど

う
で
し
た
か
。

宮
本
氏

　業
界
全
体
的
に
見
て
単
純
に

売
上
だ
け
見
れ
ば
前
よ
り
い
い

数
字
は
出
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
た
だ
し
こ
れ
は
業
界
全

体
的
に
景
気
が
良
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
良
い
と
こ
ろ
と

悪
い
と
こ
ろ
の
二
極
化
が
ハ
ッ

キ
リ
と
出
て
い
る
状
況
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
同
じ
製
造

業
で
あ
っ
て
も
自
動
車
関
連
や

重
電
、
家
電
と
色
々
な
分
野
が

あ
り
、
そ
の
バ
ラ
つ
き
も
多
分

に
あ
り
ま
し
た
。

　当
初
一
番
心
配
し
て
い
た
重

電
関
係
で
は
、
現
状
は
堅
調
に

推
移
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
一
番
心
配
し
て
い
る
の
は
自

動
車
関
連
で
、
海
外
展
開
の
絡

み
も
あ
り
業
種
に
よ
っ
て
は
非

常
に
苦
戦
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。

　工
業
部
会
で
は
、
予
定
し
た

事
業
は
順
調
に
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、
前
年
に
立
ち
上
げ
今

年
は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
思
っ

て
い
た
日
立
地
区
製
造
業
活
性

化
協
議
会
が
思
う
よ
う
に
活
動

で
き
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
し

た
。

武
田
氏

　ど
の
業
種
で
も
二
極
化
は
進

ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
ね
。

建
設
業
部
会
で
は
い
か
が
で
し

た
か
。

松
山
氏

　東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
10

ケ
月
が
過
ぎ
、
日
立
市
内
の
公

共
建
築
物
や
道
路
等
、
一
部
老

朽
化
を
含
め
残
っ
て
い
ま
す
が
、

大
半
は
復
旧
で
き
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
建
設
業
界
と

し
て
は
工
事
量
は
多
く
あ
り
ま

し
た
が
資
材
・
労
務
費
の
上
昇

等
に
よ
り
、
内
容
は
あ
ま
り
良

く
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
情

で
す
。

　現
在
の
と
こ
ろ
は
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
も
中
小
企
業
に
は
届
い
て

お
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
感

が
あ
り
ま
す
。

　部
会
と
し
て
は
事
業
を
通
し

て
新
技
術
の
研
究
な
ど
、
若
い

経
営
者
や
技
術
者
を
中
心
に
多

く
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
（独）
建
築
研
究
所
の

講
演
会
へ
の
参
加
、
そ
し
て
岩

手
県
陸
前
高
田
市
の
被
災
現
場

の
見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

後
も
体
験
を
通
じ
て
学
ん
で
い

け
る
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

武
田
氏

　建
設
業
界
は
震
災
以
降
環
境

が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
よ
ね
。

金
融
財
務
業
部
会
は
ど
う
で
し

ょ
う
。

河
内
氏

　ま
ず
こ
の
日
立
地
域
の
環
境

と
し
て
、
人
口
減
少
は
非
常
に

大
き
な
変
化
の
要
因
に
な
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
で
企
業
の
資
金
需
要
は

金
融
機
関
全
体
の
中
で
は
若
干

増
え
て
い
る
状
況
で
、
設
備
の

更
新
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
や
介

護
事
業
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
成

長
分
野
と
し
て
資
金
需
要
が
増

え
て
い
ま
す
。

　一
方
で
個
人
の
方
を
見
る
と
、

消
費
税
増
税
前
は
住
宅
ロ
ー
ン

が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、

増
税
後
か
ら
急
激
に
資
金
需
要

が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
地
域

別
に
見
て
も
日
立
地
区
は
減
っ

て
い
ま
す
が
、
ひ
た
ち
な
か
地

区
は
増
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
特

徴
的
で
す
。
お
客
様
の
声
に
よ

る
と
イ
ン
フ
ラ
の
違
い
が
大
き

く
、
特
急
の
停
車
本
数
や
大
規

模
な
商
業
施
設
な
ど
生
活
イ
ン

フ
ラ
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
日
立
地

区
は
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
が
足
踏

み
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　金
融
機
関
と
し
て
ど
う
地
域

に
貢
献
で
き
る
か
で
す
が
、
従

来
は
あ
ら
ゆ
る
資
金
と
し
て
の

銀
行
で
し
た
が
、
今
は
そ
れ
だ

け
で
は
地
域
の
活
性
化
に
繋
が

っ
て
い
き
ま
せ
ん
。
企
業
の
経

営
に
資
す
る
と
こ
ろ
の
支
援
、

そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
含
め
て
部

会
と
し
て
も
事
業
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
従
来
の
制
度
金
融
の

情
報
提
供
や
視
察
等
に
よ
る
情

報
提
供
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り

具
体
的
な
事
業
と
し
て
、
一
つ

は
地
域
の
課
題
と
し
て
後
継
者

問
題
が
あ
っ
た
の
で
、
事
業
承

継
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。ま
た
、部
会
単
独
で
は
限
界

が
あ
る
こ
と
か
ら
商
業
部
会
と

連
携
し
、
あ
き
ん
ど
探
検
少
年

団
の
受
入
を
行
い
ま
し
た
。
子

供
向
け
の
キ
ッ
ズ
セ
ミ
ナ
ー
と

し
て
銀
行
業
務
の
体
験
を
し
て

い
た
だ
き
、
大
変
ご
好
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
部
会
事
業
と

し
て
金
融
以
外
の
部
分
と
し
て

は
最
初
の
一
歩
と
し
て
非
常
に

良
い
取
り
組
み
を
し
て
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

武
田
氏

　事
業
承
継
な
ど
こ
れ
か
ら
起

き
て
く
る
こ
と
を
見
据
え
て
取

り
組
ん
で
き
た
ん
で
す
ね
。
観

光
環
衛
業
部
会
は
ど
う
で
し
た

か
。

高
濱
氏

　観
光
環
衛
業
は
飲
食
業
や
ホ

テ
ル
・
旅
館
業
を
中
心
に
理
美

容
業
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
観
光
関

連
で
も
夏
場
の
海
水
浴
客
は
ま

だ
ま
だ
戻
っ
て
き
て
お
ら
ず
、

飲
食
関
係
で
も
良
い
状
況
と
い

う
声
は
聞
こ
え
て
き
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
ま
で
部

会
で
は
ド
リ
ン
ク
ラ
リ
ー
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
商

店
街
の
中
で
違
っ
た
形
で
事
業

を
実
施
し
た
い
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
た
の
で
お
任
せ
し
、
先
ほ

ど
商
業
部
会
か
ら
も
あ
っ
た
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
に
力
を

注
い
で
き
ま
し
た
。

　前
回
は
震
災
復
興
と
い
う
目

的
で
行
い
全
額
完
売
し
、
今
回

は
増
税
後
の
消
費
の
落
ち
込
み

を
打
開
し
よ
う
と
行
い
ま
し
た

が
、
約
１
割
程
度
売
れ
残
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
時
期
的
な
問

題
な
ど
原
因
は
い
く
つ
か
あ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
が
、
想
像
以

上
に
消
費
者
の
購
買
意
欲
は
低

か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

今
後
詳
細
を
分
析
し
今
後
の
参

考
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

武
田
氏

　前
回
は
年
末
の
一
番
需
要
が

旺
盛
な
時
期
に
実
施
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
家

庭
で
利
用
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が

少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し

た
。
交
通
運
輸
業
部
会
は
ど
う

で
し
ょ
う
。

原
氏　交

通
運
輸
業
部
会
に
は
、
ト

ラ
ッ
ク
業
界
や
バ
ス
関
連
、
個

人
タ
ク
シ
ー
や
自
動
車
鈑
金
と

い
っ
た
と
こ
ろ
が
主
な
業
種
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
体
と

し
て
は
燃
料
の
高
止
ま
り
、
高

速
料
金
の
割
引
制
度
廃
止
が
非

常
に
大
き
く
響
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
観
光
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク

業
界
で
は
国
の
指
導
も
あ
り
運

行
管
理
が
非
常
に
厳
し
く
な
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
う
い

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
交
通
運
輸

業
部
会
で
は
業
界
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
事
業
や
視
察
研
修
等
に

よ
る
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま

す
。

武
田
氏

　燃
料
の
高
止
ま
り
や
高
速
料

金
の
割
引
は
一
般
個
人
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
よ

ね
。
業
界
と
し
て
も
建
設
業
同

様
人
材
の
確
保
と
い
う
部
分
が

大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
ね
。
文

化
産
業
部
会
お
願
い
し
ま
す
。

小
沼
氏

　文
化
産
業
部
会
は
不
動
産
業

や
塾
、
介
護
事
業
な
ど
を
中
心

に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
動

産
業
界
で
は
土
地
の
価
格
が
下

げ
止
ま
り
せ
ず
、
塾
関
係
も
人

口
減
少
と
少
子
化
の
影
響
も
あ

り
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。反
面
、高
齢
化
社
会
に

な
り
、
介
護
事
業
は
忙
し
い
よ

う
で
す
。
高
齢
者
向
け
の
授
業

を
行
う
塾
も
増
え
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
の
で
、
環
境
の
変
化

を
う
ま
く
利
用
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
、
決
し
て
暗
い
話
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
部
会

と
し
て
は
そ
の
よ
う
な
情
報
の

交
換
や
部
会
員
の
交
流
を
目
的

に
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

武
田
氏

　ど
の
業
界
も
大
き
な
変
化
が

あ
り
大
変
な
年
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
の
状
況
の
中
で
新

し
い
年
が
ど
の
よ
う
な
年
に
な

る
か
。ま
た
、ど
ん
な
と
こ
ろ
に

注
目
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
ご

意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

渡
邉
氏

　地
元
の
商
店
会
関
係
は
消
費

の
冷
え
込
み
や
大
型
店
と
の
競

合
な
ど
も
あ
り
元
気
が
な
く
な

っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
商
店
会
の
イ

ベ
ン
ト
や
後
継
者
の
育
成
を
含

め
、各
店
舗
が
連
携
し
、勉
強
会

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
若
手
の
経
営
者
と
我
々
が

一
緒
に
な
っ
て
活
動
で
き
る
組

織
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

武
田
氏

　若
い
経
営
者
も
し
っ
か
り
と

し
た
考
え
を
も
っ
て
営
業
し
て

い
ま
す
の
で
、
ベ
テ
ラ
ン
と
若

手
が
一
緒
に
な
っ
て
活
動
す
る

こ
と
で
新
し
い
発
想
に
期
待
し

た
い
で
す
ね
。

宮
本
氏

　業
界
と
し
て
は
円
安
に
な
っ

て
き
て
製
造
業
に
は
プ
ラ
ス
に

思
わ
れ
ま
す
が
、
環
境
的
に
は

新
し
い
年
も
変
わ
ら
ず
、
実
際

に
は
マ
イ
ナ
ス
傾
向
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ

か
ら
は
従
来
の
顧
客
の
み
で
は

な
く
、
既
存
技
術
を
生
か
し
た

新
分
野
へ
の
進
出
な
ど
、
新
し

い
顧
客
の
確
保
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
自
分
の
企
業
を
守
る
の

は
難
し
く
な
っ
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　部
会
と
し
て
も
販
路
開
拓
と

い
う
か
、
新
し
い
顧
客
を
見
つ

け
る
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、日
立

地
区
製
造
業
活
性
化
協
議
会
の

推
進
策
と
し
て
、
行
政
や
関
係

団
体
と
連
携
を
強
く
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

こ
れ
か
ら
は
製
造
業
だ
け
で
は

な
く
印
刷
業
や
ソ
フ
ト
関
連
企

業
へ
の
事
業
も
実
施
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
山
氏

　建
設
業
と
し
て
は
新
技
術
の

研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
人
材

の
確
保
と
育
成
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。特
に
、若

い
人
と
技
術
を
持
っ
た
方
に
長

く
働
い
て
も
ら
う
こ
と
に
加
え
、

こ
れ
か
ら
は
女
性
に
と
っ
て
も

魅
力
の
あ
る
業
界
と
な
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

河
内
氏

　マ
イ
ナ
ス
要
因
や
心
配
事
ば

か
り
考
え
て
い
る
と
思
考
が
停

止
し
て
し
ま
う
の
で
、
発
想
の

転
換
で
プ
ラ
ス
に
変
え
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
例
え

ば
人
口
は
減
っ
て
も
高
齢
者
は

増
え
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
に
新

し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
い

い
と
こ
ろ
を
工
夫
し
な
が
ら
磨

き
を
か
け
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　金
融
機
関
と
し
て
は
そ
の
よ

う
な
事
を
よ
く
見
極
め
て
資
金

を
提
供
し
、
ま
た
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
機
能
を
発
揮
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
部
会
と
し

て
も
単
独
と
し
て
で
は
な
く
、

各
方
面
と
連
携
を
取
り
な
が
ら

商
工
会
議
所
の
機
能
を
発
揮
で

き
る
部
会
活
動
を
展
開
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
濱
氏

　日
立
に
も
い
い
も
の
が
た
く

さ
ん
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
ど
う

P
R
し
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。

商
工
会
議
所
で
も
一
店
逸
品
運

動
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
の
で
、

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
も
協
力

し
て
い
き
た
い
。
部
会
と
し
て

も
他
の
地
域
の
成
功
事
例
の
研

究
や
交
流
を
行
い
こ
の
活
動
を

支
援
で
き
る
体
制
を
築
い
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

原
氏　業

界
の
中
で
明
る
い
話
題
と

し
て
は
常
磐
道
が
全
線
開
通
し
、

東
京
と
仙
台
を
つ
な
ぐ
大
動
脈

が
１
本
増
え
る
。
物
流
の
流
れ

が
変
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
今
ま

で
東
北
道
経
由
で
仙
台
に
運
ば

れ
て
い
た
も
の
が
常
磐
道
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
茨
城
県
を

通
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
は
非
常
に
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
、
荷
物
の
確
保
や
ト
ラ

ッ
ク
が
よ
り
集
め
や
す
く
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。

小
沼
氏

　こ
れ
か
ら
は
高
齢
者
が
ど
ん

ど
ん
増
え
る
の
で
、
第
３
次
産

業
に
活
路
を
見
出
し
て
い
け
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

介
護
事
業
を
は
じ
め
、
珠
算
塾

な
ど
で
も
高
齢
者
を
対
象
に
脳

ト
レ
な
ど
を
行
っ
て
い
け
れ
ば

新
し
い
事
業
ス
タ
イ
ル
が
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　部
会
と
し
て
も
異
業
種
な
ら

で
は
の
交
流
を
活
か
し
て
情
報

交
換
を
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

武
田
氏

　商
工
会
議
所
の
機
能
を
活
か

し
、広
く
情
報
交
換
・
発
信
を
し

な
が
ら
こ
の
大
き
な
変
化
を
チ

ャ
ン
ス
と
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　長
時
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

金融財務業部会　河内　潤 氏
株式会社常陽銀行　執行役員日立支店長

商業部会　渡邉 朝光 氏
つるや米穀店　代表

建設業部会　松山 恒男 氏
多賀土木株式会社　代表取締役会長

工業部会　宮本 洋治 氏
久慈鉄工協同組合　代表理事

観光環衛業部会　高濱 秀夫 氏
株式会社金馬車　顧問

文化産業部会　小沼淳志 氏
株式会社ジュン・ホーム　代表取締役会長

情報化委員会　武田 太志 委員長
株式会社菓匠たけだ　代表取締役

交通運輸業部会　原　一樹 氏
株式会社日立物流東日本営業本部　日立営業部長

商業部会　　　　 渡邉　朝光 氏
工業部会　　　　 宮本　洋治 氏
建設業部会　　　 松山　恒男 氏
金融財務業部会　 河内　　潤 氏
観光環衛業部会　 高濱　秀夫 氏 
交通運輸業部会　 原　　一樹 氏
文化産業部会　　 小沼　淳志 氏
司会
情報化委員会　　 武田　太志 委員長　

「変化をチャンスに」
テーマ
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会議所インフォメーション会議所インフォメーション TEL 22-0128  FAX 22-0120

小規模事業者を対象とした、所得税・消費税の
確定申告無料相談受付を行います。確定申告無料相談のご案内確定申告無料相談のご案内

　平成26年4月1日から消費税率が5％（内、地方消費税1％）から8％（内、地方消費税1．7％）
に変更されました。
　このため、平成26年分の消費税及び地方消費税の確定申告書を作成するためには、課税売上
げ・課税仕入れの各取引について、事前に適用税率ごとに区分していただく必要があります。
　申告時期になってから慌てないよう、早めに準備をお願いいたします。

●消費税申告をしている事業主様へ●

毎年3月に確定申告の無料相談を実施していますが、当会議所相談会場では小規模事業者のみの受付けになって
います。詳しくは、経営相談課へお問い合わせください。

小規模事業者とは…
　・従業員数が商業・サービス業は5人以下、製造業・建設業その他は20人以下
　・所得金額（不動産所得・雑所得を含む）が400万円以下（専従者給与控除前の金額）
　・年間売上金額が3,000万円以下
　　　上記の要件すべてに該当する事業所

　平成2年に当所が幸町に移転してから、長らく多賀地区で確定申告の相談会場を開設して参りましたが、イン
ターネットの普及に伴い従前の会場ではネット回線が不備のため、相談会場を開設できなくなりました。引続
き無料相談は継続しておりますので、当所会館（幸町1丁目）での相談をご利用くださるようお願いいたします。

◆多賀相談会場終了のお知らせ◆

確定申告無料相談について

　　　　　　　　   【相談受付は土日を除く9時30分から15時30分】
　※所得税の申告期限は3月16日（月）まで　※消費税の申告期限は3月31日（火）まで
　　　　　　　　　　　　  受付会場：日立商工会議所会館

受付期間　3月2日（月）から3月16日（月）まで

　商業部会の部会会議を開催します。
部会に所属する会員の皆様の出席をお願いします。
　日　　時　平成27年2月2日（月）14：00
　会　　場　日立商工会議所会館
　協議事項　部会役員選任について
　問 合 せ　商業観光課

坂内商事（建設資材運送業）　滑川町2－24－14
合同会社シンシアハートコーポレーション
（介護事業）　森山町2－14－15
有限会社兼一商店（漁業資材販売）　久慈町3－8－1

　当所工業部会では、中小企業が日立市以外で開催
する展示会等に出展する際の費用の一部を補助して
います。
◆対象者
　当所会員企業（工業部会で1企業1回）
◆補助対象費用
　出展小間料
◆補助率等
　補助率は補助対象費用の2/3以内で、限度額は2万
（申請多数の場合は限度額を調整します）
◆対象期間
　平成26年度中（平成26年4月～ 27年3月）に実施し
たもの。または予定のあるもの。

◆催事物
　日立市以外で開催される製品展示会、フェア等
　※日立市からの補助があるものは除く。
◆提出物
　申請書（出展申込書、小間料領収書の写、振込用口座）
◆締切り
　平成27年2月20日（金）
◆問合せ
　工業政策課

新入会員紹介新入会員紹介

部会会議開催のご案内産業製品・技術展示会への出展を支援します

　当所議員、建設業部会の高橋宗四
郎氏（株式会社高橋宗四郎商店 代表
取締役会長）は12月11日逝去されま
した。
　故高橋氏は、昭和60年に当所議員
に就任し、商工会議所運営と地域経
済の発展にご尽力されました。
　ここに謹んでご冥福をお祈り申しあげます。

議員 高橋 宗四郎氏 逝去

日立商工会議所の動き12月12月12月
12月  4日 情報化委員会7部会座談会
12月  6日 第82回電卓検定
12月  7日 第36回ビジネス実務法務検定
12月  9日 正副会頭会議
 日本銀行水戸事務所長との懇談会
12月10日 法律無料相談
12月11日 交通運輸業部会視察研修
12月13日 あきんど探検少年団、ものづくり探検少年 
 合同バスツアー
12月16日 監事会
 常議員会
 優良土産品推奨店認定証授与式
12月19日 産業振興対策委員会正副委員長会議
12月25日 会員サービス委員会

津波・原子力災害被災地域雇用創出企業立地補助金（4次公募）のお知らせ津波・原子力災害被災地域雇用創出企業立地補助金（4次公募）のお知らせ

　茨城県内で働く労働者とその使用者に適用される最低賃

金が、下表のとおり改正されました。

　労使双方が合意した上で「最低賃金額」未満の賃金で労

働契約を結んでも、法律により、その賃金は無効とされ、

最低賃金額で契約したものとみなされます。

〈お問合せ先〉茨城労働局賃金室

（℡029-224-6216）又は最寄りの労働基準監督署

茨城県最低賃金と
茨城県特定最低賃金改正のお知らせ
茨城県最低賃金と
茨城県特定最低賃金改正のお知らせ

12月11日：交通運輸業部会が富士重工業㈱群馬製作所矢島工場の視察を行う。

12月16日：新たに「グランイル」を優良土産品推奨店として認定する。

　国では、東日本大震災で特に大きな被害を受けた日立市を含めた津波浸水地域などに土地を取得し、
工場・試験研究施設・コールセンター等を新・増設する民間事業者を支援する補助制度を平成25年5月に
創設し、今回4回目の公募を行っています。
　1社あたり最大30億円を上限に土地取得費、建物取得費、設備費の初期投資の最大4分の1が補助されます。
　これまでの公募では、市内の企業も採択されております。
　対象となる施設、補助率、投資額、雇用の要件、申請方法等、補助制度に関する詳しい内容については、市または事務局へお
問い合わせください。
≪公募期間≫
　平成26年12月24日（水）～平成27年2月25日（水）正午
≪事務局≫
　みずほ情報総研（株）津波・原子力災害被災地域雇用創出企業立地補助事業事務局　電話 03－5289－7204

　日立市産業集積促進条例や茨城産業再生特区等、期間・地域限定
の設備投資を支援する様々な優遇制度があります。この機会に日
立北部工業団地への立地をご検討する際には、ご相談ください。
≪所 在 地≫　小木津町地内（日立北ＩＣ西側）
≪分譲面積・価格≫
　下表のとおり　※分譲面積については、ご相談に応じます。
≪分譲対象≫
　製造・加工・流通・サービス業、これに類する企業
≪事業主体≫　鹿島建設㈱
≪問い合わせ先≫
　日立市役所産業立地推進課　電話22－3111　内線445

補助金や特区等の優遇制度を利用して、
日立北部工業団地への立地を検討してみませんか

3,515.75㎡

2,556.36㎡

2,524.68㎡

2,873.64㎡

26,845.13㎡

1,740.00㎡

175.00㎡

175.00㎡

2,721.00㎡

9,673.00㎡

5,255.75㎡

2,731.36㎡

2,699.68㎡

5,594.64㎡

36,518.13㎡

54,600千円

44,100千円

43,600千円

43,800千円

454,800千円

宅　地 緑　地 合　計
分譲予定
価　　格

分　譲　面　積
区画番号

３－１－２

３－１－３

３－１－４

３－１－５

３－２

平成26年10月4日

平成26年12月31日

729円

834円

811円

806円

780円

鉄鋼業

はん用機械器具、生産用機械器

具、業務用機械器具製造業

計量器・測定器・分析機器・試験

機・理化学機械器具、医療用機

械器具・医療用品、光学機械器

具・レンズ、電子部品・デバイ

ス・電子回路、電気機械器具、情

報通信機械器具、時計・同部分

品製造業

各種商品小売業

効力発生日時間額最　低　賃　金　名

茨　城　県　最　低　賃　金

茨
城
県
特
定
最
低
賃
金
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会議所インフォメーション会議所インフォメーション TEL 22-0128  FAX 22-0120

小規模事業者を対象とした、所得税・消費税の
確定申告無料相談受付を行います。確定申告無料相談のご案内確定申告無料相談のご案内

　平成26年4月1日から消費税率が5％（内、地方消費税1％）から8％（内、地方消費税1．7％）
に変更されました。
　このため、平成26年分の消費税及び地方消費税の確定申告書を作成するためには、課税売上
げ・課税仕入れの各取引について、事前に適用税率ごとに区分していただく必要があります。
　申告時期になってから慌てないよう、早めに準備をお願いいたします。

●消費税申告をしている事業主様へ●

毎年3月に確定申告の無料相談を実施していますが、当会議所相談会場では小規模事業者のみの受付けになって
います。詳しくは、経営相談課へお問い合わせください。

小規模事業者とは…
　・従業員数が商業・サービス業は5人以下、製造業・建設業その他は20人以下
　・所得金額（不動産所得・雑所得を含む）が400万円以下（専従者給与控除前の金額）
　・年間売上金額が3,000万円以下
　　　上記の要件すべてに該当する事業所

　平成2年に当所が幸町に移転してから、長らく多賀地区で確定申告の相談会場を開設して参りましたが、イン
ターネットの普及に伴い従前の会場ではネット回線が不備のため、相談会場を開設できなくなりました。引続
き無料相談は継続しておりますので、当所会館（幸町1丁目）での相談をご利用くださるようお願いいたします。

◆多賀相談会場終了のお知らせ◆

確定申告無料相談について

　　　　　　　　   【相談受付は土日を除く9時30分から15時30分】
　※所得税の申告期限は3月16日（月）まで　※消費税の申告期限は3月31日（火）まで
　　　　　　　　　　　　  受付会場：日立商工会議所会館

受付期間　3月2日（月）から3月16日（月）まで

　商業部会の部会会議を開催します。
部会に所属する会員の皆様の出席をお願いします。
　日　　時　平成27年2月2日（月）14：00
　会　　場　日立商工会議所会館
　協議事項　部会役員選任について
　問 合 せ　商業観光課

坂内商事（建設資材運送業）　滑川町2－24－14
合同会社シンシアハートコーポレーション
（介護事業）　森山町2－14－15
有限会社兼一商店（漁業資材販売）　久慈町3－8－1

　当所工業部会では、中小企業が日立市以外で開催
する展示会等に出展する際の費用の一部を補助して
います。
◆対象者
　当所会員企業（工業部会で1企業1回）
◆補助対象費用
　出展小間料
◆補助率等
　補助率は補助対象費用の2/3以内で、限度額は2万
（申請多数の場合は限度額を調整します）
◆対象期間
　平成26年度中（平成26年4月～ 27年3月）に実施し
たもの。または予定のあるもの。
◆催事物
　日立市以外で開催される製品展示会、フェア等
　※日立市からの補助があるものは除く。
◆提出物
　申請書（出展申込書、小間料領収書の写、振込用口座）
◆締切り
　平成27年2月20日（金）
◆問合せ
　工業政策課

新入会員紹介新入会員紹介

部会会議開催のご案内産業製品・技術展示会への出展を支援します

　当所議員、建設業部会の高橋宗四
郎氏（株式会社高橋宗四郎商店 代表
取締役会長）は12月11日逝去されま
した。
　故高橋氏は、昭和60年に当所議員
に就任し、商工会議所運営と地域経
済の発展にご尽力されました。
　ここに謹んでご冥福をお祈り申しあげます。

議員 高橋 宗四郎氏 逝去

日立商工会議所の動き12月12月12月
12月  4日 情報化委員会7部会座談会
12月  6日 第82回電卓検定
12月  7日 第36回ビジネス実務法務検定
12月  9日 正副会頭会議
 日本銀行水戸事務所長との懇談会
12月10日 法律無料相談
12月11日 交通運輸業部会視察研修
12月13日 あきんど探検少年団、ものづくり探検少年 
 合同バスツアー
12月16日 監事会
 常議員会
 優良土産品推奨店認定証授与式
12月19日 産業振興対策委員会正副委員長会議
12月25日 会員サービス委員会

津波・原子力災害被災地域雇用創出企業立地補助金（4次公募）のお知らせ津波・原子力災害被災地域雇用創出企業立地補助金（4次公募）のお知らせ

　茨城県内で働く労働者とその使用者に適用される最低賃

金が、下表のとおり改正されました。

　労使双方が合意した上で「最低賃金額」未満の賃金で労

働契約を結んでも、法律により、その賃金は無効とされ、

最低賃金額で契約したものとみなされます。

〈お問合せ先〉茨城労働局賃金室

（℡029-224-6216）又は最寄りの労働基準監督署

茨城県最低賃金と
茨城県特定最低賃金改正のお知らせ
茨城県最低賃金と
茨城県特定最低賃金改正のお知らせ

12月11日：交通運輸業部会が富士重工業㈱群馬製作所矢島工場の視察を行う。

12月16日：新たに「グランイル」を優良土産品推奨店として認定する。

　国では、東日本大震災で特に大きな被害を受けた日立市を含めた津波浸水地域などに土地を取得し、
工場・試験研究施設・コールセンター等を新・増設する民間事業者を支援する補助制度を平成25年5月に
創設し、今回4回目の公募を行っています。
　1社あたり最大30億円を上限に土地取得費、建物取得費、設備費の初期投資の最大4分の1が補助されます。
　これまでの公募では、市内の企業も採択されております。
　対象となる施設、補助率、投資額、雇用の要件、申請方法等、補助制度に関する詳しい内容については、市または事務局へお
問い合わせください。
≪公募期間≫
　平成26年12月24日（水）～平成27年2月25日（水）正午
≪事務局≫
　みずほ情報総研（株）津波・原子力災害被災地域雇用創出企業立地補助事業事務局　電話 03－5289－7204

　日立市産業集積促進条例や茨城産業再生特区等、期間・地域限定
の設備投資を支援する様々な優遇制度があります。この機会に日
立北部工業団地への立地をご検討する際には、ご相談ください。
≪所 在 地≫　小木津町地内（日立北ＩＣ西側）
≪分譲面積・価格≫
　下表のとおり　※分譲面積については、ご相談に応じます。
≪分譲対象≫
　製造・加工・流通・サービス業、これに類する企業
≪事業主体≫　鹿島建設㈱
≪問い合わせ先≫
　日立市役所産業立地推進課　電話22－3111　内線445

補助金や特区等の優遇制度を利用して、
日立北部工業団地への立地を検討してみませんか

3,515.75㎡

2,556.36㎡

2,524.68㎡

2,873.64㎡

26,845.13㎡

1,740.00㎡

175.00㎡

175.00㎡

2,721.00㎡

9,673.00㎡

5,255.75㎡

2,731.36㎡

2,699.68㎡

5,594.64㎡

36,518.13㎡

54,600千円

44,100千円

43,600千円

43,800千円

454,800千円

宅　地 緑　地 合　計
分譲予定
価　　格

分　譲　面　積
区画番号

３－１－２

３－１－３

３－１－４

３－１－５

３－２

平成26年10月4日

平成26年12月31日

729円

834円

811円

806円

780円

鉄鋼業

はん用機械器具、生産用機械器

具、業務用機械器具製造業

計量器・測定器・分析機器・試験

機・理化学機械器具、医療用機

械器具・医療用品、光学機械器

具・レンズ、電子部品・デバイ

ス・電子回路、電気機械器具、情

報通信機械器具、時計・同部分

品製造業

各種商品小売業

効力発生日時間額最　低　賃　金　名

茨　城　県　最　低　賃　金

茨
城
県
特
定
最
低
賃
金


